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国
立
公
園
指
定
50
周
年
を
機
に
、
山
陰
海
岸
を「
国
立
公
園
と
ジ
オ
パ

ー
ク
」と
し
て
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
次
の
世
代
に
継
承
し
よ
う
と
、

夏
に
向
け
て
山
陰
海
岸
全
体
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

《
問
合
せ
》
大
交
流
課
観
光
係
☎
21

-

9
0
1
6

　

地
域
団
体
な
ど
が
行
う
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
の
保
護

保
全
活
動
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

▽
補
助
対
象
者　

ジ
オ
サ
イ
ト　

（
※
注
）で
保
護
保
全
活
動
を
行

っ
て
い
る
団
体

（
※
注
）ジ
オ
サ
イ
ト
…
玄
武
洞
な

ど
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ

（
各
サ
イ
ト
の
場
所
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

▽
補
助
対
象
活
動

①
清
掃

②
自
然
環
境
の
再
生
・
維
持

③
巡
視

④
遊
歩
道
な
ど
の
整
備
・
補
修

⑤
希
少
な
動
植
物
の
保
護

⑥
P
R
・
調
査
研
究

▽
対
象
活
動
期
間　

7
月
1
日（
月
）

〜
平
成
26
年
2
月
28
日（
金
）

▽
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

3
分
の
2
以
内（
上
限
5
万
円
）

※
不
採
択
や
減
額
の
場
合
有
り

▽
補
助
対
象
経
費

・
消
耗
品
費（
軍
手
、
ご
み
袋
な

ど
）

・
燃
料
費（
草
刈
機
燃
料
代
な
ど
）

・
印
刷
経
費（
P
R
チ
ラ
シ
な
ど
）

・
食
糧
費〔
お
茶
代（
単
価
1
5
0

円
以
下
×
参
加
人
数
）〕

　

昭
和
38
年
に
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
た
山
陰
海
岸
国
立
公
園
。
竹
野
海

岸
や
玄
武
洞
公
園
を
含
む
こ
の
国
立

公
園
は
、
丹
後
半
島
の
網
野
海
岸
か

ら
鳥
取
砂
丘
ま
で
の
東
西
約
75
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
面
積
に
し
て
8
7
8
3

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
ま
す
。
毎
年
、

海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
う
竹
野
海
岸
・

竹
野
浜
は「
日
本
の
渚
百
選
」、「
快
水

浴
場
百
選
」に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
50

年
…
平
成
22
年
10
月
に
は
、
山
陰
海

岸
の
魅
力
と
学
術
的
価
値
お
よ
び
地

域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
が
認
め
ら
れ
、

山
陰
海
岸
国
立
公
園
を
中
心
と
す
る

エ
リ
ア
が
、「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
」と
し
て
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
改
め
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

に
感
謝
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
、
イ
ベ

ン
ト
に
も
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

〔
豊
岡
市
内
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
〕

◇
竹
野
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

　

山
陰
海
岸
国
立
公
園
･
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
内
の
市
町
で
、
一
斉
に

海
岸
清
掃
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

6
月
30
日（
日
）午
前
9　

時
〜
11
時（
予
定
）

▽
場
所　

竹
野
海
岸

▽
問
合
せ　

た
け
の
観
光
協
会

　

☎
47

1
0
8
0

◇
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

1
1
0
㎞
ウ
ォ
ー
ク
in
来
日
岳

　

専
門
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が

ら
来
日
岳
を
登
る
。
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
や
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録

さ
れ
た
円
山
川
下
流
域
を
見
な
が
ら
、

山
頂
で
は
雄
大
な
景
色
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
。

▽
期
間　

未
定（
調
整
中
）

▽
場
所　

来
日
岳

▽
問
合
せ　

大
交
流
課
観
光
係

　

☎
21

9
0
1
6

・
保
険
料（
傷
害

保
険
掛
金
な

ど
）

・
手
数
料（
ご
み

処
理
手
数
料

な
ど
）

・
備
品
購
入
費〔
草
刈
機
な
ど（
購

入
費
の
2
分
の
1
以
内
）〕

▽
申
請
期
間　

5
月
28
日（
火
）〜

　

6
月
20
日（
木
）

※
申
請
書
の
様
式
は
、
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://sanin-geo.jp/

）か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
そ
の
他

①
活
動
実
施
す
る
と
き
は
、
事
務

局
が
貸
し
出
す「
の
ぼ
り
旗
」を

設
置
し
て
く
だ
さ
い

②
購
入
備
品
に
は
備
品
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
く
だ
さ
い（
シ
ー
ル
支

給
）

③
活
動
の
様
子
を
同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
ま
す

《
申
請
・
問
合
せ
》

・
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
事
務
局（
豊
岡
市
幸
町
7

11
兵
庫
県
豊
岡
総
合
庁
舎
3
階
）

　

☎
26

3
7
8
3

・
大
交
流
課
観
光
係

　

☎
21

9
0
1
6

山
陰
海
岸
国
立
公
園
指
定
50
周
年

ジ
オ
パ
ー
ク
と
共
に
世
界
へ

ジ
オ
パ
ー
ク
を
守
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
！
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〜
8
月
13
日（
火
）か
ら
新
庁
舎
で
の
業
務（
一部
）が
ス
タ
ー
ト
〜

既
存
備
品
、
書
庫
･
倉
庫
の
公

文
書
な
ど
を
移
転

○
8
月
10
日（
土
）〜
12
日（
月
）

　

第
1
グ
ル
ー
プ
の
執
務
室
の
備

品
や
公
文
書
の
ほ
か
、
情
報
サ

ー
バ
ー
本
体
や
防
災
機
器
、
電

話
な
ど
の
事
務
機
器
を
移
転

○
8
月
13
日（
火
）

　

新
庁
舎
で
の
業
務
を
ス
タ
ー
ト

○
8
月
17
日（
土
）･
18
日（
日
）

　

第
2
グ
ル
ー
プ
の
執
務
室
の
備

品
や
公
文
書
、
電
話
な
ど
の
事

務
機
器
を
移
転

※
事
務
所
移
転
の
詳
細
や
一
部
休

業
に
よ
る
対
応
な
ど
は
、
7
月

25
日
発
行
の
市
広
報
紙
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
庁
舎
完
成
後
の
主
な
予
定

○
完
成
後
〜
8
月
9
日（
金
）

　

新
庁
舎
の
養
生
作
業
を
行
っ
た

後
、
新
規
購
入
備
品
の
搬
入
や

課
、
生
活
環
境
課
、
税
務
課
、

環
境
経
済
課
、
企
業
誘
致
課
、

大
交
流
課
、
地
籍
調
査
課
、
用

地
課
、
会
計
課
、
監
査
委
員
事

務
局

○
第
2
グ
ル
ー
プ　
　
　
　
　
　

　

農
林
水
産
課
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
共

生
課
、
農
業
共
済
課
、
建
設
課
、

都
市
整
備
課
、
建
築
住
宅
課
、

教
育
総
務
課
、
こ
ど
も
教
育
課
、

こ
ど
も
育
成
課
、
生
涯
学
習
課
、

文
化
振
興
課
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
農
業
委
員
会
事
務
局

※
グ
ル
ー
プ
分
け
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
調
整
で
、
変
更
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

8
月
12
日（
月
）の
平
日
業
務
を

一
部
休
業
し
ま
す

　

第
1
グ
ル
ー
プ
の
移
転
で
、
情

報
サ
ー
バ
ー
本
体
も
移
転
し
ま
す
。

情
報
保
護
な
ど
の
安
全
性
を
考
え

る
と
、
機
器
の
設
置
や
動
作
確
認

に
3
日
間
を
要
す
る
た
め
、
第
1

グ
ル
ー
プ
で
移
転
す
る
部
署
の
業

務
を
休
業
し
ま
す
。
な
お
、
城
南

町
仮
庁
舎
や
各
支
所
な
ど
で
の
業

務
は
通
常
通
り
行
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
へ
は
、
健
康
福
祉
部
と

上
下
水
道
部
を
除
く
全
て
の
本
庁

部
署
が
移
転
し
ま
す
。
大
量
の
備

品
や
公
文
書
な
ど
を
移
動
す
る
た

め
、
全
て
の
部
署
を
一
度
に
移
転

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
移
転
の
対
象
と
な
る

部
署
を
2
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、

段
階
的
に
移
転
し
ま
す
。

事
務
所
移
転
の
日

○
第
1
グ
ル
ー
プ

　

8
月
10
日（
土
）〜
12
日（
月
）

○
第
2
グ
ル
ー
プ

　

8
月
17
日（
土
）〜
18
日（
日
） 

移
転
の
対
象
と
な
る
部
署

○
第
1
グ
ル
ー
プ

　

議
会
事
務
局
、
秘
書
広
報
課
、

政
策
調
整
課
、
財
政
課
、
防
災

課
、
総
務
課
、
職
員
課
、
情
報

推
進
課
、
新
庁
舎
建
設
室
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
市
民

　
7
月
25
日
の
完
成
を
目
指
し
、
工
事
を
進
め
て
い
る
新
庁
舎
。

　
こ
の
た
び
、
新
庁
舎
完
成
に
伴
う
事
務
所
移
転
の
日
程
が
決
ま

り
ま
し
た
。
各
階
の
部
署
配
置
と
併
せ
て
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
新
庁
舎
建
設
室
☎
21

-

9
0
2
0

▲外部足場が外され、外観が明らかになってきた新庁舎

凡例 内容
出入口

新
庁
舎
へ
の
事
務
所
移
転
日
を
決
定
！



地
震
は
突
然
や
っ
て
く
る
！

忘
れ
て
は
い
け
な
い
、北
但
大
震
災

　

大
正
14
年
5
月
23
日
午
前
11

時
9
分
ご
ろ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

6
・
8
の
地
震
が
円
山
川
河
口
付

近
で
発
生
し
、
円
山
川
流
域
、
特

に
豊
岡
と
城
崎
の
町
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
建
築
物
は
木
造
が
大
半

で
あ
っ
た
た
め
に
、
地
震
の
初
動

で
建
物
の
多
く
は
一
気
に
倒
壊
し

ま
し
た
。ま
た
、地
震
の
発
生
が
昼

時
で
あ
っ
た
た
め
、
食
事
準
備
の

た
め
に
火
を
使
っ
て
い
た
民
家
や

旅
館
で
は
、家
屋
倒
壊
に
伴
い
、瞬

く
間
に
火
の
手
が
上
が
り
ま
し
た
。

地
震
か
ら
身
を
守
る
に
は

普
段
か
ら
の
備
え

◆
家
の
耐
震
補
強

　

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
家
の
耐
震
補
強
で
す
。
昭

和
56
年
5
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
は
、
耐
震
性
が
低
い
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
耐
震
診
断
が
必

要
で
す
。
建
築
住
宅
課（
☎
21

－

9
0
1
8
）
で
は
、
無
料
簡
易
耐

震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
家
具
の
転
倒
防
止

　

大
地
震
で
は
テ
レ
ビ
が
飛
び
、

た
ん
す
や
本
棚
が
倒
れ
て
き
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、亡
く
な
っ

た
方
の
ほ
と
ん
ど
が
倒
壊
し
た
家

屋
も
し
く
は
家
具
の
下
敷
き
に
な

り
ま
し
た
。
家
具
を
固
定
す
る
こ

と
は
重
要
な
地
震
対
策
で
す
。
ま

た
、人
は
寝
て
い
る
と
き
が
一
番

無
防
備
な
状
態
で
す
。
一
日
の
3

分
の
1
を
過
ご
す
寝
室
の
安
全
確

保
は
、
今
す
ぐ
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
食
料
な
ど
の
備
蓄

　

各
家
庭
で
、
3
日
分
の
食
料
と

水
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

を
生
活
用
品
と
共
に
非
常
持
ち
出

し
袋
に
詰
め
て
お
く
と
、
す
ぐ
に

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
家
族
の
安
否
確
認
方
法
な
ど
を

決
め
て
お
く

　

大
規
模
災
害
で
は
、
携
帯
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

家
族
で
安
否
確
認
の
方
法
を
決
め

て
お
く
と
安
心
で
す
。

大
き
な
揺
れ
、

長
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら

　

ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
、
し

ば
ら
く
様
子
を
み
る
。
ま
た
、
海

の
近
く
に
い
る
人
は
、
津
波
が
来

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
揺
れ
が

収
ま
り
次
第
、
高
台
に
避
難
す
る
。

①
家
の
中
で
は
…

・
倒
れ
て
く
る
可
能
性
の
あ
る
家

具
や
棚
、ガ
ラ
ス
面
か
ら
離
れ
る

・
座
布
団
な
ど
で
頭
を

保
護
す
る

・
頑
丈
な
テ
ー
ブ
ル
や

机
の
下
に
も
ぐ
る

・
落
下
物
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
た

め
、慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

②
歩
行
中
は
…

　

窓
ガ
ラ
ス
や
瓦
な
ど
の
落
下
物

か
ら
身
を
守
る
た
め
、
か
ば
ん
な

ど
で
頭
を
保
護
し
て
、
空
地
や
公

園
な
ど
に
避
難
す
る
。
石
垣
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
自
動
販
売
機
な
ど
に

は
近
付
か
な
い
。

③
車
の
運
転
中
は
…

　

道
路
の
左
側
や
空
地
に
車
を
止

め
、エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、ラ
ジ
オ
で

情
報
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
し

ば
ら
く
様
子
を
見
る
。
避
難
す
る

際
は
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
つ
け
た

ま
ま
で
車
を
離
れ
る
。

地
震
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ

・
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら

　

火
を
消
す（
最
近
の
器
具
は
自

　

動
消
火
す
る
物
が
ほ
と
ん
ど
）

・
可
能
な
ら
初
期
消
火
を
行
う

・
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る

・
避
難
の
際
に
は
必
ず
ブ
レ
ー
カ

ー
を
下
ろ
し
、
電
気
の
供
給
を

止
め
る

【
電
気
の
供
給
を
止
め
る
理
由
】

　

地
震
が
発
生
す
る
前
に
使
用
し

て
い
た
電
気
器
具
類
が
、
電
源
が

入
っ
た
状
態
の
ま
ま
半
断
線
し
て

停
電
す
る
と
、
電
気
が
復
旧
し
た

と
き
に
シ
ョ
ー
ト
な
ど
を
起
こ
し

て
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
で
は
、
発
災
後
、
し

ば
ら
く
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
多

く
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
避
難
時
に
電
気
の
ブ
レ
ー

カ
ー
を
下
ろ
し
電
気
の
供
給
を
止

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

隣
近
所
の
安
否
確
認

　

地
震
の
後
、
家
族
の
安
全
を
確

認
し
た
ら
、
次
に
行
う
の
は
隣
近

所
の
安
否
確
認
で
す
。
救
助
す
る

に
も
助
け
を
呼
ぶ
に
も
現
状
が
分

か
ら
な
け
れ
ば
次
に
進
め
ま
せ
ん
。

隣
保
単
位
で
安
否
確
認
を
行
い
、

そ
れ
を
区
の
自
主
防
災
組
織
が
集

約
す
る
こ
と
で
、組
織
的
な
救
助
活

動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
地
震
に

よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、
要
援
護
者
や
区
民

の
安
否
確
認
の
方
法
を
事
前
に
話

し
合
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
、
4
月
13
日
の
早
朝
、
淡
路
島
を
震
源
地
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
3
の
地
震
が
発
生
し
、
本

市
で
も
震
度
4
の
揺
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
西
日
本
は
地
震
の
活
動
期
に
入
っ
た
と

さ
れ
、
専
門
家
は「
内
陸
直
下
型
地
震
が
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
」と
警
告
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
は
事
前
の
備
え
を
す
る
こ
と
で
、
被
害
を
大
幅
に
軽
減
で
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
日
頃
か
ら

防
災
・
減
災
意
識
を
持
ち
、
家
庭
で
の
備
え
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》防
災
課
防
災
係
☎
23

－

1
1
1
1

◆北但大震災の被害状況

地域 全焼 全半壊 破損 死者 負傷者

豊　岡 1,137戸 1,312戸 2,148戸 136人 581人

城　崎 611戸 117戸 167戸 283人 211人

その他 － 336戸 605戸 1人 －

合　計 1,748戸 1,765戸 2,920戸 420人 792人

地
震
は
突
然
や
っ
て
く
る
！

地
震
は
突
然
や
っ
て
く
る
！
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で
ま
だ
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
方
は
、
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

子
育
て
中
の
方
で
も
健
診
を
受

け
や
す
い
よ
う
に
、
今
年
か
ら
一

部
の
健
診
日
・
健
診
会
場
で
一
時

保
育
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

一
時
保
育
を
希
望
す
る
方
は
健

康
増
進
課
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

度
に
限
り
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大

腸
が
ん
検
診
を
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

肝
炎
は
感
染
し
て
も
症
状
が
軽

か
っ
た
り
、
無
症
状
な
場
合
も
多

く
、
気
付
か
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
検
査
は
簡
単
な
血
液
検

査
で
行
い
ま
す
の
で
、
40
歳
以
上

　

申
込
書
は
、
2
月
下
旬
に
次
の

方
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

・
40
〜
74
歳
で
豊
岡
市
国
民
健
康

保
険
加
入
の
方

・
過
去
3
年
間
に
豊
岡
市
の
健
診

（
検
診
）を
受
診
し
た
こ
と
が
あ

る
方

・
本
年
度
内
に
40
歳
に
な
る
方

・
国
が
示
す
が
ん
検
診
推
進
対
象

年
齢
の
方

　

申
込
書
が
手
元
に
あ
る
方
は
、

希
望
の
健
診
項
目
に
○マ
ル

を
付
け
、

返
信
用
封
筒
に
80
円
切
手
を
貼

り
、
6
月
28
日
ま
で
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
が
手
元
に
な
い
方
で
、

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
健
康

　
「
25
年
度
す
こ
や
か
市
民
健
診
」の
追
加
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
「
す
こ
や
か
市
民
健
診
」の
受
診
に
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

5
月
27
日
か
ら
6
月
28
日
ま
で
2
次
募
集
を
行
い
ま
す
。
ま
だ
申
込

み
を
し
て
い
な
い
方
は
、ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》健
康
増
進
課
☎
24

－

1
1
2
7増

進
課
に
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
医
療
機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
受

診
助
成
お
よ
び
国
保
特
定
健
診

個
別
健
診
を
申
込
み
済
み
の
方

は
、申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん（
た

だ
し
、
個
別
健
診
を
申
込
み
済

み
の
方
で
も
、
す
こ
や
か
市
民

健
診
の
が
ん
検
診
は
、
受
診
で

き
ま
す
）。

●
歯
周
病
検
診
は
、
申
込
み
多
数

の
た
め
終
了
し
ま
し
た
。

▼
申
込
書
送
付
先　

健
康
増
進
課

（
〒
6
6
8

－

0
0
4
6　

立
野

町
12

－

12
）

　

健
診
の
時
期
は
9
月
〜
12
月
で

す
。
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
申
し
込
ん
だ
方
に
、

健
診
日
時
・
会
場
を
指
定
し
て
、

後
日
通
知
し
ま
す
。
今
回
の
健
診

会
場
は
、
健
康
福
祉
施
設（
立
野

町
）・
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

出
石
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
3
会

場
で
す
。
な
お
、
申
込
人
数
に
よ

り
、
希
望
の
会
場
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
変
更
で
き
ま
す

の
で
、
健
康
増
進
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
健
診
内
容
の
詳
細
は
、
2
月
25

日
発
行
の
市
広
報
紙
と
一
緒
に

配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

女
性
の
が
ん
検
診（
乳
が
ん
・

子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
）を
希
望
す
る

方
も
、
こ
の
機
会
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

本
年
度
内
に
40
歳
に
な
る
方

は
、
今
年
か
ら
が
ん
検
診
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
健
康
管
理
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
年

健
診
の
申
込
方
法

健
診
時
期
・
会
場

が
ん
検
診

一
時
保
育
の
お
知
ら
せ

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、

も
う
受
け
ま
し
た
か
？

「
す
こ
や
か
市
民
健
診
」の
2
次
募
集
の
お
知
ら
せ　

　
　

  　

年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
、
自
分
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う

申
込
期
限
　
6
月
28
日（
金
）必
着

平成25年度

《受診料金（年齢は全て平成26年３月末現在の年齢です）》
受診項目 対象者 料金

基本健診

20～39歳の市民 1,000円
40～74歳の豊岡市国民健康保
険加入者・生活保護受給者 無料

75歳以上の市民 無料

が
ん
検
診

肺がん 40歳以上 400円
喀
かく

痰
たん

検査 50歳以上（ハイリスク者に限る） 900円
胃がん 40歳以上 1,100円
大腸がん 40歳以上 400円
前立腺がん 50歳以上の男性 500円

乳がん
（マンモグラフィ）

①40歳以上70歳未満の女性で
偶数年齢の方⇒視触診とマ
ンモグラフィ検査
②41・51・61歳と70歳以上の女
性⇒マンモグラフィ検査のみ

・マンモグラフィ
　検診 1,500円
・視触診300円

子宮頸がん 20歳以上の女性 1,400円

肝炎ウイルス検診 40歳以上で今まで受診したことがない方 800円

腹部超音波検査 40歳以上 1,500円
※70歳以上の方は、腹部超音波検査以外は無料で受診できます。

広報とよおか　2013.5.255
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但馬の企業が神戸サンボーホールに集結！
人事担当者と直接お話ができますので、ぜひ、お越しください。

〈学生の保護者の皆さんへ〉
　ぜひ、お子さんにお伝えください。
◆日時　６月22日（土）正午～午後４時（受付開始　午前11時

30分）
◆場所　神戸サンボーホール
◆対象　・平成26年３月に大学、短大、各種専門学校などを

卒業予定の方
　　　　・３年以内に大学などを卒業した方（平成23年３月以降に卒業した方）
　　　　・Uターン就職希望者
◆主催　ハローワーク豊岡、兵庫県但馬県民局、但馬各市町
◆共催　北但雇用開発協会、南但雇用開発協会
　出展企業は、豊岡の企業・しごと情報サイト
「ジョブナビ豊岡」で公開します！（６月上旬までに決定予定）
ジョブナビ豊岡：http://job-navi.city.toyooka.lg.jp/

　豊岡市では、大学生などの地元就職支援として、さまざまな取組みを行っていますので紹介します。

１　ホームページ「ジョブナビ豊岡」（企業・しごと
情報サイト）運営

　　　市内企業の業務、仕事内容、経営方針、採
用状況や求人票を掲載しています。就職説明
会・面接会などの告知を行うほか、登録者に
はメールマガジンを配信しています。

２　企業ガイドブック
　　　市内企業の業務、仕事内容、経営方針、採
用状況を大学・高校生が手に取って見られる
よう、ガイドブックを配布しています。

３　ジョブ・サポ豊岡の運営
　　　U・I・Jターン希望者に対し、市
内企業への就職斡旋・職業相談を
行っています。〈厚生労働省届出無
料職業紹介所〉

４　合同企業説明会に参加
　　　ハローワークや大学などが開催
する就職説明会に、豊岡市として
ブース出展し、市内企業の情報を
発信しています。

平成26年3月卒業予定者対象
「兵庫県北部合同企業面接会」を開催します！

◆会場

神戸サンボーホール
〒651-0083
神戸市中央区浜辺通5-1-32
TEL：078-251-3551
FAX：078-232-1760
HP：http://www.kobe-sanbo.com/

【問合せ】環境経済課経済係☎23-4480

ポイント①　人事担当者と直接面接できます　　ポイント②　予約不要、直接会場にお越しください



案内する物件は、出石の古い町並みから
約2キロメートルのところにある緑豊かで日当たりの良い宅地です。

【概　要】■所在地／兵庫県豊岡市出石町上野●分譲区画数／15区画（うち4
区画分譲済）●用途地域／都市計画区域内無指定地域●上水道／豊岡市上水
道●下水道／農業集落排水施設（公共ます敷設済）●電気／関西電力（株）●ガ
ス／LPガス（個別）●テレビ／共聴（地元テレビ共聴組合）■教育施設●幼稚園
／豊岡市立福住幼稚園（約2.2km）●小学校／豊岡市立福住小学校（約
2.2km）●中学校／豊岡市立出石中学校（約3.0km）■医療施設等●公立豊岡
病院出石医療センター（約3.5km）●豊岡市立出石保健福祉センター（約3.5km）
●公立豊岡病院（約14.4km）●市役所出石支所（約2.5km）■交通●JR豊岡駅
（約14.7km）●全但バス上野橋停留所（徒歩2分）

豊岡市では出石町上野の
「中川地区分譲地」
の分譲をしています。

　豊岡市役所
●出石支所

●豊岡南警察署
　出石警部派出所

●
福
住
小
学
校 ●豊岡市消防本部出石分署

至 養父 至 豊岡

至 但東

出石川

出石城跡

中川地区分譲地

《申込み・問合せ》建設課（豊岡市城南町23-6）☎0796-23-1115

分譲宅地紹介謝礼金制度
　豊岡市では、宅地を探している方を紹介していただいた方に謝礼金を支払う制度を導入しています。親戚、知り合いの
方で「新しく家を建てたい」「定年後は故郷の豊岡で暮らしたい」などの話がありましたら、ぜひ、紹介してください。

　謝礼金の額は、一物件当たりの定額分50,000円と分譲価格
の１％に相当する定率分（千円未満切捨て）の合計額を支給
します。

①紹介者は宅地購入希望者と同居（同居予定）している方は除きます。
②紹介に際しては、宅地購入希望者の同意が必要です。
③紹介後、半年以内に売買契約を締結した場合に謝礼金を支給します。

謝礼金の額 謝礼金支給条件

◆今回ご案内する中川地区分譲地以外にも、豊岡市但東町の自家菜園地付きの物件などがありますので、問い合わせください。

日
当
り
良
好
！

敷
地
が
広
い
！

緑
豊
か
な
環
境
！

日
当
り
良
好
！

敷
地
が
広
い
！

緑
豊
か
な
環
境
！

■分譲条件（抜粋）●分譲対象／自己の居住する専用住宅または併用住宅（居住部分の面
積が延床面積の1／2以上であること）を建築する方に限ります。●譲渡物件／現状のま
ま、引き渡します。●分譲地の共有の範囲／分譲地は申込者本人の父母、子、配偶者また
はその父母および子の配偶者の範囲で共有できます。●転売の制限／譲渡契約の締結日か
ら5年間は、分譲地の所有権を他人に譲渡または貸与することはできません。●買戻特約／
譲渡契約の締結の日から5年間に契約に違反したときは、「譲渡代金をもって買戻す」旨の
特約登記を市から譲受人への所有権移転登記と同時に行います。●公租公課／分譲地につ
いての公租公課（不動産取得税・固定資産税等）は、所有権移転の日以降、譲受人の負担
となります。●契約の解除など／譲渡契約の締結日から5年間に契約条項に違反したとき
は、契約の解除、土地の買戻し（譲渡価格による）を行います。この場合は、違約金（譲
渡価格の10％）を納入して頂きます。

◆分譲区画 １１区画◆ 区画番号
402.08㎡ 16,400円／㎡ 6,594,112円
459.37㎡ 15,800円／㎡ 7,258,046円
482.34㎡ 16,700円／㎡ 8,055,078円
275.73㎡ 18,000円／㎡ 4,963,140円
275.31㎡ 18,000円／㎡ 4,955,580円
275.28㎡ 18,000円／㎡ 4,955,040円
275.23㎡ 18,900円／㎡ 5,201,847円
276.81㎡ 18,500円／㎡ 5,120,985円
275.53㎡ 18,200円／㎡ 5,014,646円
275.21㎡ 18,200円／㎡ 5,008,822円
275.39㎡ 18,200円／㎡ 5,012,098円

③
②

④
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

面　積 単　価 譲渡価格

◆
分
譲
面
積
・
価
格
◆

※譲渡価格には、上水道加入金・下水道負担金が含まれています。

至出石
至但東

市道上野車屋1号線
調整池

市道上野車屋2号線

市
道
上
野
線

出石川

1352-1 1352-2 1352-3 1352-4 1352-5

1353-1 1353-2 1353-3 1353-4 1353-5

1353-6 1353-7 1353-8 1353-9 1353-10

② ③ ④

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭

出石
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豊岡市ゆかりの芸術家作品展2013
～とよおかが生んだ芸術家たち～

〔会期　6月１日（土）～7月7日（日）〕

　豊岡市出身の芸術家６人の作品展を開催します。
　郷土を愛した芸術家は豊岡のみならず、日本美術
界、海外においても高い功績と評価を受けています。
　この機会に、ぜひ、豊岡を代表する先人たちの作
品をご観覧ください。
▽会　場　伊藤清永美術館（出石町内町98）

　出石町下谷に生まれ、日
展と白日会を中心に活躍し
た文化勲章受章の画家で
す。
　1989年に開館した伊藤清
永美術館は、画伯の功績を
顕彰する豊岡市内唯一の美
術館となっています。

　城南町に生まれ、第15回
独立美術協会展で独立賞を
受賞し、独立美術協会員と
して活躍した画家です。
　豊岡の自然を背景にした
叙情的な油彩画から、布に
よるコラージュや鉄を使っ
た前衛的な制作に移行しま
した。

　日高町江原に生まれ、４
歳のころ、豊岡町（現豊岡
市）に移住。画壇のみなら
ず版画家としても活躍し、
日本版画協会会員として日
本美術界に貢献しました。
　その作品には但馬で暮ら
してきた但馬イズムが見事
に融合されています。

　小田井町に生まれ、京都
日本画壇の隆盛に貢献した
紺綬褒章受章の画家です。
　その作品は写生を重視
し、一貫して風景画に取り
組みました。自然の真実の
相を見事に捉え、風景その
ものが作家の心情を発露し
ています。

　中央町に生まれ、関西独
立美術展で最高賞の関西独
立賞を受賞し、日本美術界
に貢献しました。
　その作品は鋭い感覚と大
胆なタッチで描かれ、内面
にある苦渋と滑稽と真

しん
摯
し
と

繊弱な外貌に秘めた激情の
融合がうかがわれます。

　日高町栗山に生まれ、活
躍の場は国内のみならず、
フランスのル・サロンやサ
ロン・ドートンヌなどで入
選を重ね、ル・サロンでは
永久会員となりました。
　光を巧みに使用した静

せい
謐
ひつ

感あふれる作品が多く見ら
れます。

伊藤清永（いとう きよなが）
【1911年－2001年】

杢田たけを（もくた　たけを）
【1910年－1987年】

河原英雄（かわはら　ひでお）
【1911年－2005年】

加藤美代三（かとう　みよぞう）
【1912年－2012年】

後藤孝三（ごとう　こうぞう）
【1910年－1973年】

稲垣久治（いながき　ひさじ）
【1919年－1990年】

マジョリカ壺のバラ

扁照86-白と黒A

飼育の人

霽
は
れゆく

旅芸人

パリオペラ座

▽開館時間　午前９時30分～午後５時（入館は午後
４時30分まで、水曜日休館）

▽入観料　一般　300円、65歳以上・身体障害者・
大学生・高校生　150円、小・中学生　
無料

《問合せ》文化振興課☎23－1160
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「
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す

る
条
例
」を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

こ
れ
は
兵
庫
県
で
今
年
4
月
1

日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

た
ば
こ
の
煙
に
よ
っ
て
周
り
の
人

が
受
け
る
、
健
康
へ
の
悪
影
響
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ「
受
動
喫
煙
」は

　
問
題
な
の
？

　
「
受
動
喫
煙
」と
は
、
自
分
の
意

思
に
か
か
わ
ら
ず
、
周
囲
の
喫
煙

者
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

た
ば
こ
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
な
ど
の

有
害
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
喫
煙
者
が
直
接
吸
い
込
む
煙

　

平
成
23
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
い
ま
し
た「
豊
岡
防
災
公
園
」が

竣
工
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
名
称　

豊
岡
防
災
公
園

▽
目
的

①
災
害
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
を
行
う
た
め
、
緊
急
車
両
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
お
よ
び
各
種
物

資
の
集
積
場
の
確
保
な
ど
を
行

う
②
医
師
や
救
急
救
命
士
な
ど
が
い

ち
早
く
負
傷
者
の
重
傷
度
・
緊

急
度
を
判
断
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ

ポ
ス
ト
を
設
置
す
る　

※
平
時
は
公
用
車
駐
車
場
と
し
て

利
用（
新
庁
舎
屋
外
整
備
工
事

期
間
中
は
半
分
程
度
を
来
庁
者

駐
車
場
と
す
る
）

▽
施
設
概
要

①
所
在
地　

豊
岡
市
泉
町
8
番
29

号
②
敷
地
面
積　

2
9
0
1
・
5
平

方
メ
ー
ト
ル

③
主
な
施
設

ア
防
災
備
蓄
倉
庫　

1
棟

　

保
存
水
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
な
ど

を
保
存

イ
車
庫
棟（
車
両
管
理
室
・
公
用

車
車
庫
・
防
災
資
機
材
庫
）1

棟
※
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル（
3
・

22
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）を
整
備

ウ
駐
車
場　

63
台（
他
に
車
庫
棟

内
に
2
台
）

エ
便
所
棟　

1
棟

　

4
月
1
日
に
供
用
開
始

オ
街
路
灯　

6
灯（
う
ち
2
灯
は
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
付
き
）

④
総
事
業
費　

約
4
億
2
5
0
0 

万
円

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

《
問
合
せ
》
総
務
課
☎
23

1
1
1
6

よ
り
も
、
た
ば
こ
か
ら
立
ち
の
ぼ

る
煙
の
方
が
、
有
害
物
質
の
含
ま

れ
る
量
が
多
い
た
め
、
周
り
の
人

に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

■
周
囲
へ
思
い
や
り
を
!!

　

喫
煙
す
る
方
は
、
家
族
や
周
り

の
方
が
た
ば
こ

の
煙
を
吸
わ
な

い
よ
う
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、

歩
き
た
ば
こ
や
、

ポ
イ
捨
て
を
し

な
い
よ
う
に
環
境
に
も
思
い
や
り

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
で
は
、
5
月
31
日
か
ら
6

月
6
日
ま
で
の
1
週
間
を
、「
禁
煙

週
間
」と
し
て
い
ま
す
。
自
分
自

身
の
健
康
の
た
め
に
も
、
こ
の
機

会
に
禁
煙
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
体

力
の
回
復
や
肌
の
状
態
の
改
善
な

ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事

も
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

5
月
31
日
は「

世
界
禁
煙
デ
ー
」

◆
一
般
の
部

文
化
で
も
資
源
が
無
駄
に
過
包
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
賽
家
）

裂
織
や
刺
子
に
見
え
る
ち
え
の
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
川
昌
子
）

モ
ノ
よ
り
も
コ
コ
ロ
あ
ふ
れ
る
家

に
し
よ
う　
　
　
　
（
奥
田
雅
信
）

も
っ
た
い
な
い
言
葉
ひ
と
つ
が
手

を
繋
ぐ　
　
　
　
　
（
尾
﨑
米
子
）

寝
る
父
の
前
で
テ
レ
ビ
の
独
り
言

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
田
道
夫
）

こ
の
運
動
広
め
な
け
れ
ば
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
　
（
ワ
ン
マ
ン
）

再
利
用
知
恵
と
工
夫
で
生
き
返
る

（
小
田
中
準
一
）

捨
て
き
れ
ず
で
も
置
い
て
る
場
所

こ
そ
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ　
（
小
野
篁
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

顔
だ
せ
ば
ま
だ
ま
だ
消
せ
る
消
し

ゴ
ム
だ　
　
　
　
　
（
興
津
美
紅
）

一
枚
ず
つ
と
ろ
う
よ
箱
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
た
ち　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

消
費
切
れ
に
お
い
が
よ
け
れ
ば
延

長
だ　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
忘
れ
た
ま
ま
の
参

考
書　
　
　
　
　
　
（
も
っ
た
ん
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･

敬
称
略
）

『
受
動
喫
煙
』防
止
の
輪
を

広
げ
よ
う

「
豊
岡
防
災
公
園
」竣
工
！

有害物質の量がより多い！

喫煙者が吸う煙 周りの人が吸う煙

▲豊岡防災公園（手前建物：便所棟）
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毎月第２水曜日は豊岡ノーマイカーデー!

　　　　　　　　　　　　　【４月の結果】
・参加事業者数：15団体　・個人参加の市民：３人　・参加総数：244人
・二酸化炭素（CO2）の削減量：約570kg
・マイカーを自粛した距離：2,440km（豊岡－東京間２往復の距離）
　※CO2排出削減効果は、〔燃料節減量（ℓ）×ガソリンCO2排出係数（2.32kg-CO2/ℓ）〕と
　　仮定しています。
　※燃料節減量は、前提条件をガソリン、燃費10km/ℓと仮定しています。
　※自粛した距離は、１人10kmと仮定しています。

◆第２期「豊岡ノーマイカーデー」をスタートしています（９月まで）。事業所の方も個人の方も、ぜひ、
取り組んでください。

　・事業所で参加  →  １期につき企業エコポイント2,500ポイント  +  参加者に１回につき市民エコポ
イント１ポイント付与

　・個人で参加  →  １回につき市民エコポイント１ポイント付与
　　　　　　　　　《登録・報告・問合せ》都市整備課交通政策係☎23-1712　FAX22-1839
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　メールアドレス　toshi@city.toyooka.lg.jp 

第９回は６月12日（水）
たまにはバスや電車も
ええもんじゃ！

第３回市民エコポイント抽選会
とき　６月30日（日）午前10時～午後3時
場所　日高地区公民館（日高支所隣）

バウムクーヘン ミニカステラ

エコポイントトピックス⑦
「豊岡市環境経済認定事業の商品で
　　　　　　市民エコポイントを集めよう！」
　今年４月から豊岡エコポイントの対象項目が増
え、豊岡市環境経済認定事業所の７商品でもポイ
ントがもらえます。
○コウノトリ育む農法で作った米粉を使用した右
記の対象商品は、販売店舗で発行されたレシー
トを市役所に持参してください。１商品につき
市民エコポイント１ポイントをお渡しします。

【対象商品】
・（有）ティーアンドエムズの「米
粉バウムクーヘン」「米粉カステ
ラ」「米粉チーズケーキ」
・（福）とよおか福祉会の「米粉
ミニカステラ」

・ブーランジュリーモンの「米
粉パン、米粉スイーツ」

○遮熱工事および耐震工事は
工事終了後、市民エコポイ
ント10ポイントを施工業者
から直接お渡しします。

【対象商品】
・（株）北近畿緑地建設の「遮熱塗料の塗布」
・（有）総

そう

美
び

の「遮熱断熱塗料及びコートの塗布」
・（株）川嶋建設の「炭素繊維による建物外部での
木造耐震補強工事」
・（株）中川工務店の「建物外部での木造耐震補強
工事」
※いずれも平成25年４月１日以降の契約が対象です。

　市では、環境行動の成果が形となって表れ、実感できる仕組み「豊岡エコポイント」を実施して
います。抽選会や賞品などの情報をシリーズでお知らせします。

《問合せ》環境経済課☎23-4480

みんなで取り組もう
豊岡エコポイント vol.8

パン
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で
き
る

※
県
営
住
宅
の
場
合
、
④
の
要
件

は
不
要
で
、
裁
量
階
層
世
帯
の

要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
申
込
時
の
書
類
添
付
も

不
要
で
す
。

▽
申
込
場
所
　
建
築
住
宅
課
住
宅

管
理
係
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
係

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
建
築
住
宅

課
住
宅
管
理
係

　
☎
21

9
0
1
8

　
市
で
は
、

家
族
で
過
ご

し
触
れ
合
う

時
間
を
通
し

て
、
子
ど
も

た
ち
が
家
族

の
ぬ
く
も
り
、

あ
り
が
た
さ

を
感
じ
る
日
と
し
て
、
10
月
8
日

を「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」、
10
月

を「
と
よ
お
か
家
族
の
月
間
」に
制

定
し
て
い
ま
す
。

　「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」関
連
事

業
を
、
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

ま
す
。

「
わ
が
家
の
家
族
」の
写
真
募
集

　
家
族
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ

　「
家
族
の
団
ら
ん
」「
父
親
の
育

児
参
加
」「
家
族
の
き
ず
な
」「
三

世
代
家
族
の
同
居
」

○
申
込
期
間

　
6
月
3
日（
月
）〜
8
月
20
日

（
火
）（
必
着
）

○
申
込
資
格

　
市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
以
上

○
申
込
方
法

　
応
募
用
紙（
各
地
区
公
民
館
な

ど
で
配
布
）と
作
品
を
郵
送
ま

　
4
月
の
定
期
募
集
に
引
き
続
き
、

入
居
申
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
申
込
み
を
し
た
方
は
、

5
月
12
日
実

施
済
み
の
公

開
抽
選
会
で

決
定
し
た
待

機
者
名
簿
の

最
後
尾
に
受
付
順
で
登
録
し
、
順

次
案
内
し
ま
す
。

▽
入
居
資
格（
添
付
書
類
）　
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る（
た

だ
し
、
誕
生
日
が
昭
和
31
年
4

月
1
日
以
前
の
方
や
障
害
者
な

特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
但
東
地
域
）の

入
居
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す（
随
時
募
集
）

　
中
堅
所
得
者
の
た
め
の
公
営
住

宅
で
す
。

　
希
望
の
方
に
は
、
随
時
、
申
込

み
を
受
け
付
け
、
先
着
順
で
住
宅

を
案
内
し
て
い
ま
す
。

▽
入
居
資
格
　
市
営
住
宅
の
申
込

み
要
件
と
同
様
で
、
②
の
入
居

者
収
入
基
準
が
月
収
15
万
8
千

円
以
上
48
万
7
千
円
以
下
の
方

▽
募
集
戸
数（
5
月
16
日
現
在
）

・
赤
野
　
2
戸

※
詳
細
は
、
3
月
10
日
発
行
の
市

広
報
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ど
は
、
条
件
に
よ
り
単
身
入
居

可
能
）…
入
居
希
望
者
の
世
帯

全
員
の
住
民
票

②
入
居
者
お
よ
び
同
居
者
の
合
計

収
入
が
基
準
内
で
あ
る
…
入
居

希
望
者
全
員
の
所
得
証
明

・
一
般
世
帯
　
月
収
　
15
万
8
千

円
以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
　
月
収
　
21
万 

4
千
円
以
下

※
裁
量
階
層
世
帯
と
は
、
高
齢
者

世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
小
学
校

就
学
前
の
子
が
居
る
世
帯
な
ど

※
一
部
の
住
宅
で
は
、
裁
量
階
層

世
帯
を
拡
大
し
て
い
ま
す（
中

学
校
卒
業
ま
で
の
子
が
い
る
世

帯
や
新
婚
世
帯
）

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か

④
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

…
納
税
証
明（
所
定
用
紙
。
申

込
時
に
配
布
）

⑤
入
居
す
る
方
が
暴
力
団
員
な
ど

で
な
い
…
誓
約
書（
所
定
用
紙
。

申
込
時
に

配
布
）

⑥
連
帯
保
証

人
を
準
備

た
は
持
参

○
規
格

　
2
L
サ
イ
ズ（
1
2
7
×
1
7 

8
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）以
内

○
賞
・
副
賞

　
優
秀
作
品
は
、
9
月
28
日（
土
）

に
開
催
す
る「
豊
岡
の
子
ど
も

を
育
て
る
会
」で
表
彰
し
ま
す
。

▽
最
優
秀
賞
　
1
点
…
賞
状
と

副
賞（
但
馬
牛
焼
肉
セ
ッ
ト
・

1
万
円
相
当
分
）

▽
優
秀
賞
　
10
点
以
内
…
賞
状
と

副
賞（
図
書
カ
ー
ド
・
千
円
分
）

○
注
意
事
項

・
応
募
作
品
は
、
平
成
24
年
8
月

1
日
以
降
に
撮
影
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
未
発
表
の
も
の
で
、
一

人
1
点
に
限
り
ま
す
。

・
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
入
賞
作
品
の
一
部
は
展
示
お
よ

び
市
広
報
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

・
審
査
は
社
会
教
育
団
体
の
役
員

が
行
い
ま
す
。

・
審
査
の
結
果
は
、
入
賞
者
の
み

通
知
し
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
生
涯
学
習

課（
〒
6
6
8

－0
0
4
5
　
城

南
町
23

－

6
）☎
23
0
3
4
1

10
月
8
日
は
…「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」①

と　
　
　

 

よ
う
か

平成25年度
《市営住宅空家戸数》
名称（所在） 空家戸数

上山（城崎町上山） 1戸

円山（城崎町来日） 1戸

水上（出石町水上） 1戸

矢根（但東町矢根） 1戸

久畑二ノ宮（但東町久畑） 1戸
（5月16日現在）
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者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
度
所
得

状
況
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
失
業
し
た
方
に
は
特

例
が
あ
り
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者

お
よ
び
世
帯
主
の
う
ち
、
失
業
し

た
方
の
所
得
が
審
査
の
対
象
か
ら

除
か
れ
ま
す
。

▽
特
例
の
要
件　

離
職
日
が
平
成

24
年
3
月
31
日
以
降
で
あ
る
こ

と
▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳

・
認
印

・
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
、
離
職
票
な
ど

※
転
入
に
よ
り
当
市
で
所
得
確
認

が
で
き
な
い
場
合
は
、
所
得
証

明
書
が
必
要
で
す
。

▽
窓
口　

市
民
課
お
よ
び
各
支
所

市
民
福
祉
係

　

免
除
ま
た
は
猶
予（
学
生
納
付

特
例
、
若
年
者
納
付
猶
予
）の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
定
額
保
険

料
で
納
め
た
場
合
よ
り
も
老
齢
基

礎
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
全
て
の
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す（
平
成

25
年
度
定
額
保
険
料
は
、
月
額

1
万
5
0
4
0
円
で
す
）。
会
社

や
官
公
庁
な
ど
を
退
職
し
た
方
は
、

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
の
で
、
加
入
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
退
職
し
た
方
の
配
偶
者

が
扶
養
家
族
と
し
て
第
3
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
も
、
第
1
号

被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
が
必
要

で
す
。
手
続
き
は
、
社
会
保
険
資

格
喪
失
証
明
書（
退
職
辞
令
）、
印

鑑
、
年
金
手
帳
を
持
参
の
上
、
市

民
課
市
民
係
ま
た
は
各
支
所
市
民

福
祉
係
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
免
除
制
度
に
は
、
全
額

免
除
の
ほ
か
、
保
険
料
の
一
部
を

納
付
す
る
必
要
の
あ
る
、
4
分
の

1
免
除
・
半
額
免
除
・
4
分
の
3

免
除
が
あ
り
、
本
人
と
そ
の
配
偶

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
、基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
6
月
8
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
6
月
3
日
・
10
日
・
17
日
・
24

日
の
月
曜
日
は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

し
か
し
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

そ
の
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る「
追
納
」が
で
き
ま

す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
額
に

近
づ
く
よ
う
、
生
活
に
余
裕
が
で

き
た
と
き
に
、
豊
岡
年
金
事
務
所

で「
追
納
」の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の

・
認
印

退
職
し
た
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の

　
届
け
出
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

失
業
し
た
方
に
は
保
険
料

　
特
例
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

保
険
料
免
除
・
猶
予
承
認

　
期
間
の
追
納
に
つ
い
て

免除（猶予）された年度
追納保険料月額

４分の１
免除 半額免除 ４分の３

免除
全額免除・
猶予

平成15年度（10年度目） － 7,430円 － 14,860円

平成16年度（９年度目） － 7,320円 － 14,640円

平成17年度（８年度目） － 7,350円 － 14,690円

平成18年度（７年度目） 3,680円 7,370円 11,050円 14,750円

平成19年度（６年度目） 3,690円 7,390円 11,080円 14,780円

平成20年度（５年度目） 3,720円 7,440円 11,170円 14,890円

平成21年度（４年度目） 3,740円 7,480円 11,220円 14,970円

平成22年度（３年度目） 3,800円 7,620円 11,420円 15,240円

平成23年度（２年度目） 3,750円 7,510円 11,260円 15,020円

平成24年度（１年度目） 3,740円 7,490円 11,230円 14,980円
※３年度目以降に追納する場合は、当時の保険料に加算が付きます。
※４分の１免除と４分の３免除は平成18年７月に、若年者納付猶予は平成17年
４月に創設されました。
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そ
こ
に
依
頼
し
て
安
価
で
環
境
に

も
良
い
車
検
証
入
れ
を
作
っ
て
販

売
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

商
品
は
大
人
気
と
な
り
、
現
在

で
は
、
工
場
を
自
前
で
設
立
し
て
、

当
社
独
自
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま

す
。

̶

リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ニ
ー
ル
生
地
を

使
っ
た
車
検
証
入
れ
の
特
徴

は
？

　

日
本
の
車
検
証
入
れ
の
大
半
は

中
国
製
で
す
が
、
小
ロ
ッ
ト
で
あ

れ
ば
、
価
格
で
十
分
対
抗
で
き
ま

す
。
当
社
で
作
る
商
品
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
通
常
、

市
場
で
出
回
っ
て
い
る
商
品
の
約

半
額
で
す
。

̶

車
検
証
入
れ
の
製
造
を
始
め
た

経
緯
は
？

　

当
社
の
主
な
業
務
は
、
自
動
車

販
売
業（
自
動
車
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
）で
す
。
約
4
年
前
、
車
検
証

入
れ
を
作
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
作
っ
た
車
検
証
入
れ
は
、

豊
岡
の
か
ば
ん
職
人
さ
ん
に
作
っ

て
も
ら
っ
た
、
革
製（
か
ば
ん
生

地
製
）の
立
派
な
も
の
で
し
た
。

̶

リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ニ
ー
ル
生
地
を

使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　

最
初
に
製
造
し
た
革
製
の
車
検

証
入
れ
は
、
当
初
、
残
念
な
が
ら

あ
ま
り
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ニ
ー

ル
生
地
で

車
検
証
入

れ
を
作
っ

て
い
る
工

場
が
関
東

に
あ
る
こ

と
を
知
り
、

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
オ
ー
ト
グ
ラ
ン
ト（
九
日
市
上
町
）

̶

リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ニ
ー
ル
生
地
の
車
検
証
入
れ
の
製
造

̶

企業紹介

　

安
く
製
造
す
る
秘
訣
は
〝
リ
サ

イ
ク
ル
〞
で
す
。
原
料
は
、
大
手

工
場
か
ら
出
る
ビ
ニ
ー
ル
の
切
れ

端
で
、
こ
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

が
加
工
し
て
販
売
し
ま
す
。
そ
れ

を
仕
入
れ
て
、
車
検
証
入
れ
を
製

造
し
ま
す
。
車
検
証
入
れ
の
製
造

の
際
に
出
る
切
れ
端
は
、
集
め
て
、

再
び
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
売
却
し

ま
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

製
造
コ
ス
ト
を
下
げ
、
産
業
廃
棄

物
が
出
な
い
製
造
サ
イ
ク
ル
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
？

　

当
社
で
は
、〝
人
と
モ
ノ
〞
を

大
切
に
し
ま
す
。
市
内
で
廃
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
工
場
を
機
械
ご

と
当
社
が
引
き
受
け
、
ビ
ニ
ー

ル
や
か
ば
ん
加
工
の
職
人
さ
ん

が
、
そ
こ
で
働
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
出
産
で
退
職
さ
れ
た
女
性
の

再
就
職
も
多
く
、
彼
ら
の
素
晴
ら

し
い
働
き
で
、
業
界
の
中
で
、
毎

年
、
高
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
車
検
証
だ
け
で
な
く
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
な

ど
の
関
連
商
品
の
販
売
も
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.auto-grant.

　

com
/

▲リサイクルビニール生地の
車検証入れ

○31

　
「
事
業
承
継
」と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

事
業
承
継
と
は
、
簡
単
に
言
え

ば
、「
会
社
の
経
営
者
か
ら
後
継
者

に
経
営
権
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」す

る
こ
と
で
す
。
会
社
の
財
産
を
後

継
者
に
引
き
継
ぎ
、
会
社
を
未
来

へ
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
経
営
者

の
最
後
の
大
仕
事
と
い
え
ま
す
。

　

近
年
、
事
業
承
継
の
必
要
性
・

重
要
性
が
広
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

理
由
と
し
て
は
、
中
小
企
業
の
経

営
者
は
高
齢
化
す
る
一
方
で
、
事

業
承
継
が
進
ん
で
い
な
い
会
社
が

た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
長
い
年
月
を
掛
け
て

培
っ
て
き
た
会
社
の
技
術
や
資
産

は
も
ち
ろ
ん
、
信
用
や
従
業
員
の

生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
会
社
の

技
術
力
や
事
業
が
維
持
・
継
続
さ

れ
る
こ
と
は
、
地
域
経
済
に
と
っ

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

で
は
、
事
業
承
継
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
方
法
が
分
か
ら
な
い
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
承
継
は
、
会
社
が
ど
の
よ

う
な
事
業
を
し
て
い
る
の
か
、
財

産
は
ど
の
く
ら
い
か

な
ど
、
会
社
の
状
態

を
知
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
、
後
継
者
を
親

族
の
誰
か
に
す
る
の

か
、
従
業
員
や
第
三

者
に
任
せ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
は
い
つ
頃
が
最
適
か

な
ど
、
考
え
る
べ
き
問
題
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
専
門
家
と
一
緒

に
長
い
時
間
を
掛
け
て
、
少
し
ず

つ
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

事
業
承
継
で
お
悩
み
の
経
営
者

の
方
は
、
ぜ
ひ
、
豊
岡
市
事
業
承

継
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

豊
岡
市
事
業
承
継
支
援

　
　
　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

後
継
者
問
題
に
よ
る
廃
業
を
防

ぎ
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
豊
岡
商
工
会

議
所
、
豊
岡
市
商
工
会
、
但
馬
銀

行
、
但
馬
信
用
金
庫
、
近
畿
税
理

士
会
豊
岡
支
部
を
構
成
員
と
し
て

平
成
24
年
11
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
②

　
　
事
業
承
継
っ
て
何
？

▲初期の革製の車検証
入れ



　

4
月
23
日
、
市
と
株
式
会
社
エ

フ
エ
ム
た
じ
ま
は
、
災
害
等
に
お

け
る
緊
急
放
送
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

に
よ
る
緊
急
放
送
を
通
じ
て
、
災

害
等
に
関
す
る
情
報
を
市
民
に
提

供
す
る
こ
と
で
、
被
害
の
軽
減
を

図
り
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
に

寄
与
し
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
中
貝
市
長
と
株

式
会
社
エ
フ
エ
ム
た
じ
ま
代
表
取

締
役
の
大
岡
夫
美
子
さ
ん
が
協
定

書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
5
月
に
就
任
し
た
中

川　

茂
副
市
長
が
、
5
月
15
日
で

任
期
満
了
と
な
り
、退
任
し
ま
し

た
。

　

中
川
副
市
長
は
、
市
長
の
補
佐

役
と
し
て
、
ま
た
、
市
長
と
職
員

と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
市
の
重

要
事
項
に
関
す
る
調
整
に
当
た

り
、
円
滑
な
市
政
運
営
に
大
き
く

貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
副
市
長
に
は
、
5
月
14

日
の
市
議
会
臨
時
会
の
議
決
を
経

て
、
16
日
付
け
で
、
齋
藤
哲
也
さ

ん（
前
豊
岡
市
政
策
調
整
部
長
）が

就
任
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
副
市
長
は
、
真
野　

毅
副

市
長
と
共
に
中
貝
市
長
を
補
佐

し
、
市
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

【
副
市
長
】（
任
期
4
年
・
敬
称
略
）

【
監
査
委
員
】（
任
期
4
年
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

（
任
期
4
年
）

【
教
育
委
員
会
委
員
】（
任
期
4
年
）

　

5
月
14
日
の
市
議
会
臨
時
会
で

の
議
決
・
選
挙
を
経
て
、
監
査
委

員
、
教
育
委
員
会
委
員
、選
挙
管

理
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
委
員
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

中
川　

茂
副
市
長
が
任
期
満
了
で
退
任

新
副
市
長
に
齋
藤
哲
也
さ
ん
が
就
任

新
た
に
選
任
ま
た
は
任
命
さ
れ
た
委
員（

敬
称
略
）

▲（左から）エフエムたじまの西村取締
役と大岡代表取締役、中貝市長

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
4
月
】

13
日
・
出
石
歴
史
文
化
交
流
館
竣

工
お
披
露
目
会

16
日
・
シ
ア
ト
ル
市
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン

中
学
校
国
際
交
流
体
験
学

習
使
節
団
来
訪（
〜
21
日
）

21
日
・
豊
岡
市
長
選
挙
投
票
日

24
日
・
豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
開
校

　
　

・
淡
路
島
の
家
屋
被
害
調
査

に
職
員
派
遣（
〜
25
日
、

30
日
〜
5
月
1
日
、
5
月

7
〜
8
日
）

【
5
月
】

１
日
・
豊
岡
市
長
初
登
庁

11
日
・
水
道
ま
つ
り

▲中川副市長退任セレモニーで花束を
贈呈▲齋

さい

藤
とう

哲
てつ

也
や

▲多
た

根
ね

　徹
とおる

▲浮
うき

田
た

一
かず

雄
お

▲川
かわ

上
かみ

康
やす

則
のり

▲畠
はた

中
なか

隆
たか

夫
お

▲正
しょう

見
み

英
えい

子
こ

▲井
い

垣
がき

美
み

津
つ

子
こ

▲石
いし

高
たか

雅
まさ

信
のぶ

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
た
じ
ま
と
災
害
等
に
お
け
る

緊
急
放
送
に
関
す
る
協
定
を
締
結
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5
月
、
連
休
。
い
つ
も
の
時
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
畑
仕
事
で
す
。

毎
年
、
こ
の
時
期
に
だ
け
、
流
行

病
に
で
も
か
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、

畑
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
を
ま
き
、

ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
の
苗
を
植
え

る
の
で
す
。

　

村
の
目
抜
き
通
り
で
、
日
頃
見

慣
れ
ぬ
市
長
が
見
慣
れ
ぬ
腰
つ
き

で
畑
を
打
っ
て
い
る
と
、
当
然
、

村
人
の
目
を
引
き
ま
す
。

　
「
今
年
も
そ
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
か
。
う
ち
も
植
え
ん
な
ら
ん

な
あ
」「
宗む
ね

ち
ゃ
ん
、
無
理
せ
ん
方

が
え
え
で
」

　

欧
米
化
が
進
む
私
の
村
で
は
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う

の
で
す
。

　
「
上
手
だ
で
、
上
手
、
上
手
!
」

こ
り
ゃ
も
う
、
ち
ゃ
か
し
で
す
。

　

芽
が
出
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

「
肥
料
を
欲
し
げ
な
顔
を
し
と
る

な
」と
追
肥
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。

　

日
頃
、
外
で
市
長
だ
と
威
張
っ

て
い
て
も
、
う
ね
は
く
ね
く
ね
と

曲
が
り
、
表
面
は
で
こ
ぼ
こ
と
波

打
ち
、
村
の
中
で
は
た
だ
の
か
い

性
な
し
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

比
べ
、
ど
こ
の
村
に
も「
あ
の
人

が
植
え
た
田
ん
ぼ
は
美
し
い
」「
あ

の
人
が
作
る
ネ
ギ
は
と
り
わ
け
う

ま
い
」と
評
判
の
人
が
、
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
い
ま
す
。
以
前

近
所
で
火
事
が
あ
っ
た
際
に
は
、

焼
け
残
っ
た
柱
組
の
上
に
上
っ
て

解
体
作
業
を
す
る
隣
人
を
見
て
、

感
嘆
し
ま
し
た
。
私
に
は
と
て
も

で
き
な
い
芸
当
で
し
た
。
不
思
議

に
、
私
は
こ
の
村
の
一
員
な
の
だ

と
、
そ
の
と
き
感
じ
ま
し
た
。

　

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の

桜
」で
、
主
人
公
の
弟
三
郎
が
江

戸
に
向
か
う
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し

た
。
三
郎
は
、
日
本
を
支
え
る
た

め
に
、
で
は
な
く
、
会
津
を
支
え

る
人
材
と
な
る
た
め
に
江
戸
に
向

か
う
の
だ
と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

　

時
代
は
、
黒
船
に
象
徴
さ
れ
る

外
国
か
ら
独
立
を
守
る
体
制
と
人

材
を
必
要
と
し
始
め
て
い
ま
し

た
。
以
来
ず
っ
と
、
私
た
ち
の
国

は「
日
本
を
支
え
る
人
材
を
」と
叫

び
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
と

て
も
大
切
な
視
点
で
す
。
が
、
同

時
に
、「
私
は
い
ず
れ
故
郷
に
帰
り
、

故
郷
を
支
え
る
の
だ
」と
い
う
人

材
を
育
て
る
こ
と
も
大
切
な
の
だ
、

村
の
暮
ら
し
を
感
じ
な
が
ら
、
私

は
強
く
そ
う
思
う
の
で
す
。

　

4
月
22
日
、
第
22
回「
地
球
環

境
大
賞
」（
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー

プ
主
催
）の
授
賞
式
が
東
京
の
明

治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
審
査
委
員
特
別
賞
を

受
賞
し
、
中
貝
市
長
が
表
彰
状
と

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

〔
豊
岡
市
の
受
賞
理
由
要
旨
〕

　

安
全
・
安
心
な
コ
メ
と
多
様
な

生
き
も
の
を
育
む「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
農
法
」に
取
り
組
み
、
農
業

技
術
確
立
と
農
産
物
の
安
全
・
安

心
ブ
ラ
ン
ド
化
も
推
進
し
て
い
る
。

　

農
業
者
に
は
経
済
的
な
利
益
や

環
境
保
全
へ
の
意
欲
、
誇
り
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
消
費
者
は
、
消

費
を
通
じ
た
生
物
多
様
性
保
全
へ

の
貢
献
に
共
感
し
購
入
し
て
い
る
。

　

4
月
26
日
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会（
J
F
A
）と
豊
岡
市
は
、
中
筋

小
学
校
で
、J
F
A
こ
こ
ろ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト「
夢
の
教
室
」の
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

J
F
A
と
自
治
体
と
の
協
定
締

結
は
、
兵
庫
県
内
で
は
初
め
て
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日

本
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
、

市
内
小
学
校
の
教
壇（
5
年
生
対

象
）に
立
ち
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
精

神
や
夢
を
持
つ
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

こ
と
や
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

ま
す
。

　

調
印
式
の
後
、J
リ
ー
グ
の
ガ

ン
バ
大
阪
や
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
で

活
躍
し
、
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ス
タ
ー
の
永
島
昭
浩
さ
ん
が「
夢

先
生
」と
し
て
、
中
筋
小
学
校
の

教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

〜
応
援
し
ま
す
！
夢
へ
の
挑
戦
〜

Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
夢
の
教
室
」の
調
印
／
第
１
回「
夢
の
教
室
」実
施

〜
豊
岡
市
の
環
境
農
業
の
取
組
み
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
〜

地
球
環
境
大
賞「
審
査
委
員
特
別
賞
」の
受
賞
式
に
出
席

村
の
暮
ら
し

67

▲審査委員長の有馬朗
あき
人
と
・武蔵学

園園長から表彰状を受け取る中
貝市長

▲調印式でＪＦＡ大仁邦彌会長と
中貝市長が握手

▲夢先生の永島昭浩さんが指導

　

授
業
の
前
半
は
、
体
育
館
で
ゲ

ー
ム
を
し
て
永
島
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
、
後
半
は
教
室
に
移
り
、

永
島
さ
ん
が
自
ら
の
夢
を
語
り
、

夢
を
持
つ
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
ま
し
た
。
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ま
ち
を
明
る
く
面
白
く
し
よ
う
と
、地
域
の
起
爆
剤
と
し

て
、い
ず
し
落
語
笑し
ょ
う

学
校
で
校
長
を
務
め
る
元
気
な
男
性
を

紹
介
し
ま
す
。

渋し
ぶ

谷や

勝か
つ

彦ひ
こ

さ
ん（
68
歳
）出
石
町
小
人

「
出
石
の
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
」を

合
言
葉
に
地
域
の
活
性
化
に
一
役生徒が増えれば芸の幅も広がる…年２回の定期公演「わいわい亭」

回
、
秋
の「
出
石
藩
き
も
の
祭
り
」

と
春
の「
出
石
初
午
大
祭
」の
時
期

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
夜
祭
と
し
て

出
石
永
楽
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

渋
谷
さ
ん
は
、
高
座
の
設
営
か

ら
出
囃
子
な
ど
、
裏
方
の
一
人
に

徹
し
て
舞
台
を
見
守
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
誰
一
人
、
途
中

で
舞
台
か
ら
降
り
た
こ
と
が
な

い
」と
、生
徒
た
ち
に
も
絶
大
な
信

頼
を
寄
せ
ま
す
。
渋
谷
さ
ん
自
身

も
、
時
折
、「
笑し

ょ
う

花か

亭て
い

大だ
ん
に
ゃ
あ

丈
夫
」名

で
小
噺
合
戦
に
出
陣
し
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
！

　

渋
谷
さ
ん
は「
地
域
に
活
気
が

出
て
き
た
。
出
石
の
者
が
演
じ
、

出
石
の
者
が
聞
く
こ
と
で
、
顔
見

知
り
に
な
り
、
親
近
感
が
わ
く
。

は
た
ま
た
、
町
内
で
会
え
ば
声
を

掛
け
合
う
、
そ
う
い
う
相
乗
効
果

の
表
れ
か
な
」と
話
し
ま
す
。

　
「
苦
労
は
?
」と
の
問
い
に
、「
誰

も
が
協
力
的
で
、
興
行
的
に
困

っ
た
こ
と
は
な
い
」と
渋
谷
さ
ん
。

出
石
を
中
心
に
余
興
と
し
て
の
出

演
依
頼
が
増
え
て
い
る
と
い
い
、

「
強
い
て
言
え
ば
も
っ
と
人
材
が

欲
し
い
」と
の
本
音
も
…
。

　
「
笑
花
亭
大
丈
夫
」率
い
る
落
語

家
集
団
は
、
今
日
も
目
の
肥
え
た

観
客
の
待
つ
会
場
に
向
か
い
ま
す
。

練習中は真剣そのもの

く
な
く
、
そ
れ
で
い
て
競
争
意
識

も
高
い
。
互
い
に
良
い
刺
激
に
な

っ
て
い
る
」と
映
っ
て
い
ま
す
。

活
動
は
楽
し
く
、稽
古
は
厳
し
く

　

そ
ん
な
雰
囲
気
を
持
つ
笑
学
校

に
も
校
則
が
あ
り
ま
す
。「
難
し
い

こ
と
は
言
わ
な
い
」と「
満
場
一

致
」の
二
つ
。
こ
の
校
則
に
は「
地

元
住
民
が
面
白
い
と
思
っ
て
く
れ

る
に
は
、
自
分
た
ち
が
楽
し
く
面

白
く
や
っ
て
こ
そ
」と
の
、
生
徒

へ
の
配
慮
が
う
か
が
え
、
渋
谷
さ

ん
は「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
良
い
」と

言
い
ま
す
。
反
面
、
練
習
中
で

も
、「
落
語
の
レ
ベ
ル
向
上
の
た
め
、

あ
え
て
批
評
す
る
こ
と
も
あ
る
」

と
、
素
人
落
語
と
は
い
え
来
場
者

に
ご
ま
か
し
は
利
か
な
い
、
そ
う

い
う
厳
し
さ
も
垣
間
見
え
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
本
番
後
は
、
心
地

良
い
達
成
感
を
全
員
で
分
か
ち
合

え
る
た
め
、「
笑
っ
て
打
ち
上
げ
」

が
恒
例
な
ん
だ
と
か
。
と
は
い
え
、

出
演
者
は
そ
の
日
の
落
語
の
出
来

が
気
に
な
る
様
子
…
。
渋
谷
さ
ん

は「
出
来
の
良
し
悪
し
を
言
い
合

い
、
お
互
い
が『
次
へ
の
ス
テ
ッ

プ
の
た
め
』と
良
い
方
に
と
ら
え

て
い
る
」と
、
落
語
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

出
石
永
楽
館
は
最
高
の
舞
台
！

　

落
語
笑
学
校
の
公
演
は
、
年
2

　

出
石
で
自
ら
営
む
そ
ば
屋
で
出

迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
笑
い
で
ま

ち
を
元
気
に
し
よ
う
と
、「
い
ず
し

落
語
笑
学
校
」の
校
長
を
務
め
て

い
る
渋
谷
勝
彦
さ
ん
。

笑
い
の
途
絶
え
な
い
ま
ち
に
！

　

集
客
も
ま
ま
な
ら
な
い
出
石
を

何
と
か
で
き
な
い
も
の
か
、
と
み

ん
な
で
考
え
、「
ま
ず
は
ま
ち
を
明

る
く
面
白
く
し
よ
う
」と
思
い
立

っ
た
の
が
始
ま
り
だ
と
か
。

　
「
出
石
で
落
語
を
や
っ
て
み
な

い
か
」の
呼
び
掛
け
に
、
地
元
住

民
8
人
が
応
じ
、
平
成
23
年
3
月

15
日
、「
い
ず
し
落
語
笑
学
校
」が

発
足
し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
生
徒
全
員
が
落
語
初

心
者
。
落
語
の
い
ろ
は
も
知
ら
な

い
素
人
の
集
ま
り
に
、
渋
谷
さ
ん

は「
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
の
春し

ゅ
ん

歌か

亭て
い

丹た
ん

馬ば（
田
中
久
典
）さ
ん
に
講
師

を
依
頼
し
た
。
快
諾
を
得
て
、
何

と
か
形
に
な
っ
た
」と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。「
今
も
月
に
2
回
、

指
導
を
受
け
て
い
る
。
し
ゃ
べ
り

方
も
、
発
足
当
時
と
比
べ
る
と
格

段
に
進
歩
し
て
い
る
」と
、
生
徒

の
上
達
に
感
心
し
き
り
で
す
。

　

生
徒
は
、
自
宅
や
職
場
で
も
、

古
典
落
語
を
中
心
と
し
た
演
目
を

練
習
し
て
お
り
、
渋
谷
さ
ん
の
目

に
は
、「
落
語
が
好
き
で
、
堅
苦
し

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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楽
器
の
個
性
が
織
り
成
す
ハ
ー
モ
ニ
ー
！

壱い
っ

鼓こ

参さ
ん

絃げ
ん（
但
東
）

　
「
壱
鼓
参
絃
」。
少
し
不
思
議
な

響
き
を
持
つ
こ
の
バ
ン
ド
の
名
前

は
、
同
じ
師
の
下
で
津
軽
三
味
線

（
木
田
流
）を
学
ぶ
3
人
と
、
そ
の

友
人
の
太
鼓（
ド
ラ
ム
）奏
者
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

　

活
動
開
始
は
平

成
21
年
ご
ろ
。
津

軽
三
味
線
や
民
謡

と
い
っ
た
日
本
の

伝
統
音
楽
に
、
ド

ラ
ム
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
音
楽

の
新
た
な
魅
力
や

可
能
性
を
表
現
し

た
い
と
い
う
思
い

か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
持
つ
伝
統

を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
な
が
ら
融

合
を
図
る
こ
と
で
、
個
々
の
楽
器

の
シ
ン
プ
ル
な
音
色
が
重
な
り
合

い
、
律
動
感
や
躍
動
感
が
生
ま
れ
、

ど
こ
か
懐
か
し
く
、
そ
れ
で
い
て

斬
新
な
音
楽
が
誕
生
し
ま
す
。

　

演
奏
の
際
に
一
番
苦
労
す
る
の

は
音
合
わ
せ
。
音
の
レ
ベ
ル
は
楽

器
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
上
手
に
合
わ
せ
て
、「
聴
き
手

に
と
っ
て
心
地
よ
く
、
自
分
た
ち

に
と
っ
て
楽
し
い
と
思
え
る
音
色

を
探
す
の
が
理
想
で
す
が
、
そ
れ

が
何
よ
り
難
し
い
」と
メ
ン
バ
ー

た
ち
は
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
結
成
当

初
の
4
人
に
加
え
、

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

ベ
ー
ス
、
ギ
タ
ー
が

加
わ
り
、
メ
ン
バ
ー

は
7
人
に
増
え
ま
し

た
。
練
習
は
月
に
2
、

3
回
、
メ
ン
バ
ー
の

自
宅
で
励
み
、
活
動

は
土
、
日
曜
日
を
中

心
に
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
や
福
祉
施
設
で
演

奏
し
て
い
ま
す
。

　

聴
い
て
い
る
人
の
喜
び
の
声
と
、

音
楽
を
通
じ
た
他
団
体
と
の
交
流

や
つ
な
が
り
が
活
動
の
醍
醐
味
と

話
す
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

出
演
の
依
頼
は
、
代
表
の
中

野
仁
さ
ん
ま
で
。
☎
0
8
0

－

6
6
1
1

－

6
4
0
5

▲多種多様な楽器の音色が見事に合わさります！

　

5
月
3
日
、
北
前
館（
竹
野
町
竹
野
）周
辺
で
、

第
27
回
北
前
ま
つ
り（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

北
前
船
パ
レ
ー
ド
で
は
、
竹
野
認
定
こ
ど
も
園

や
森
本
保
育
園
の
園
児
ら
約
30
人
が
、沿
道
の「
ワ

ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」の
掛
け
声
に
合
わ
せ
、

北
前
船
を
力
い
っ
ぱ
い
引
っ
張
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
砂
浜
で
は
、
約
1
0
0
人
の
小
学
生
ら

が
地
引
網
を
体
験
し
、
大
量
の
ア
ジ
や
ス
ズ
キ
な

ど
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
抽
選
会
で
、

ハ
マ
チ
を
当
て
た
濱
田
一か

ず

優ひ
ろ

く
ん（
尼
崎
市
・
小

3
）は「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
刺
身
に
し
て
食
べ
た

い
」と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
3
日
、
但
東
町
薬
王
寺
の
大
生
部
兵
主
神

社
で
、
五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
な
ど
を
願
い
、
春

の
大
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
生
部
兵
主
神
社
は
、
牛
の
神
様「
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

」

を
祭
り
、
農
業
や
畜
産
業
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
か
ら
、
こ
の
大
祭
に
は
、
市
内
だ
け
で
な
く
、

近
隣
市
町
か
ら
も
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

厳
か
な
神
事
の
後
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

大
盛
り
上
が
り
の「
福
餅
ま
き
」や
、
巫
女
姿
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
神
楽「
浦
安
の
舞
」、
地
元
保
存

会
に
よ
る「
練
り
込
み
太
鼓
」が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

参
拝
客
は
興
味
深
そ
う
に
見
入
り
、
惜
し
み
な
い

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

第
27
回
北
前
ま
つ
り

地
域
の
誇
り「
北
前
船
」で
ふ
る
さ
と
づ
く
り

「
天
王
さ
ん
」の
お
祭
り
！

大お
お

生い
く

部べ

兵ひ
ょ
う

主ず

神じ
ん

社じ
ゃ 

春
の
大
祭
が
開
催

▲砂浜の特設ステージでは、子どもたちがまつりを盛り上げ
ました

▲華やかな衣装で奏でる｢練り込み太鼓｣
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
50

　
〜
褒ほ

め
上
げ
商
法
に
注
意
!!
〜

選
挙
の
あ
れ
こ
れ
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20
歳
に
な
れ
ば
、
ど
ん
な
選
挙

の
選
挙
権
も
持
て
る
の
で
す
か
？

　

私
た
ち
は
20
歳
に
な
る
と
、
私

た
ち
の
代
表
を
選
挙
で
選
ぶ
こ
と

の
で
き
る「
選
挙
権
」を
持
て
ま

す
。
選
挙
権
を
持
つ
た
め
に
は
必

ず
備
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
条

件（
積
極
的
要
件
）と
、

一
つ
で
も
当
て
は
ま

る
と
、
選
挙
権
を
失

っ
て
し
ま
う
条
件

（
消
極
的
要
件
）が
あ

り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

　

高
齢
者
に「
自
作
の
短
歌
や
俳

句
を
文
芸
集
に
掲
載
し
な
い
か
」

と
い
う
電
話
が
あ
り
、
無
料
と
思

い
承
諾
し
た
と
こ
ろ
、
高
額
な
掲

載
料
を
請
求
さ
れ
た
、
な
ど
の
電

話
勧
誘
に
関
す
る
相
談
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
趣
味
に
対
す

る
心
理
を
巧
み
に
利
用
し
た
悪
質

な
手
口
で
す
。
特
に
高
齢
者
が
狙

わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
高
齢
化
社

会
が
進
む
に
つ
れ
て
、
同
種
の
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に

遭
わ
な
い
よ

う
に
、
十
分

注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

相
談
事
例 

　

俳
句
を
雑
誌
に
投
稿
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、「
あ
な
た
の
俳
句

は
素
晴
ら
し
い
。
新
聞
に
作
品
を

載
せ
な
い
か
」と
勧
誘
の
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。
新
聞
に
作
品
が

載
る
の
は
う
れ
し
い
と
思
い
、
乗

り
気
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
代

金
が
18
万
円
と
高
額
な
こ
と
に
驚

き
、
断
っ
た
が
、
強
引
に
勧
め
ら

れ
、
断
り
き
れ
ず
に
契
約
し
た
。

り
ま
し
ょ
う
。

●
承
諾
し
て
い
な
い
と
き
は

支
払
わ
な
い

　

勝
手
に
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
、
請
求
書
が
届
い
た
場
合
は
、

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
他
の
趣
味
で
も
注
意
す
る

　
「
絵
画
」「
書
道
」「
写
真
」な
ど
で

も
同
様
な
手
口
に
よ
る
相
談
が
み

ら
れ
ま
す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

●
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
家
族
や

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

　

電
話
勧
誘
の
場

合
、
契
約
書
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら

8
日
間
は
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が

適
用
さ
れ
、
無
条

件
で
契
約
を
解
除

で
き
ま
す
。
断
り
き
れ
ず
契
約
し

て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
豊

岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

2
日
後
、
や
は
り
高
い
と
思
い
、

断
り
の
電
話
を
し
た
。
す
る
と
業

者
か
ら
、「
既
に
掲
載
枠
を
取
っ
て

い
る
。
解
約
で
き
な
い
」と
言
わ

れ
た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

●
業
者
の
説
明
をう

の
み
に
し
な
い

　

自
分
の
作
品
が
褒
め
ら
れ
、
趣

味
を
発
表
す
る
機
会
を
得
る
こ
と

は
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
心
理
に
つ
け
込
ん
で
契
約
を

迫
る
と
い
う
手
口
も
あ
る
た
め
、

業
者
の「
無
料
」な
ど
と
い
っ
た
勧

誘
時
の
説
明
を
う
の
み
に
せ
ず
、

新
聞（
雑
誌
）名
、
掲
載
時
期
な
ど
、

掲
載
の
条
件
を

書
面
で
冷
静
に

確
認
し
ま
し
ょ

う
。

●
し
つ
こ
い
勧
誘
はき

っ
ぱ
り
断
る

　

電
話
勧
誘
の
場
合
、
消
費
者
が

断
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

引
き
続
き
勧
誘
す
る
こ
と
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

掲
載
す
る
意
思
が
な
い
場
合
は
、

は
っ
き
り「
契
約
し
ま
せ
ん
」と
断

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

②
選
挙
権

　

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
、
選
挙
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
決
め
事
項
。
今
年
は
、
7
月
21
日（
日
）に
県
知
事

選
挙〔
参
議
院
議
員
通
常
選
挙（
想
定
）に
同
日
実
施
〕
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
、
秋
に
は
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
選
挙
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に『
選
挙
の
あ
れ
こ
れ
』

と
題
し
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
答
え
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
23

-

5
4
5
4

《選挙権の条件》
選挙の種類 積極的要件 消極的要件

国政選挙

日本国民で満20
歳以上であるこ
と
※20年目の誕生
日の前日の午
前０時から満
20歳とされま
す

・成年被後見人
・禁錮以上の刑に
処せられ、その
執行を終わるま
での者
・禁錮以上の刑に
処せられその執
行を受けること
がなくなるまで
の者（執行猶予
中の者を除く）
・選挙に関する犯
罪で禁錮刑以上
の刑に処せら
れ、刑の執行猶
予中の者

など

都道府県知
事・県議会
議員

日本国民で満20
歳以上であり、
引き続き３カ月
以上、その都道
府県の同一市町
村に住所のある
者

市町村長・
市議会議員

日本国民で満20
歳以上であり、
引き続き３カ月
以上その市町村
に住所のあるも
の
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い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
。に
こ
に

こ
笑
顔
が
一
番
！
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち

と
仲
良
く
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
。

（
父 

和
仁
・
母 

陽
子
、日
高
町
岩
中
）

岩田翔
と

和
わ

ちゃん
（平成23年1月24日生）

　

毎
日
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
あ
り
が

と
う
。日
々
の
成
長
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。（父 

敏
裕
・
母 

操
、城
崎
町
湯
島
）

山内悠
ゆう

平
へい

ちゃん
（平成23年6月22日生）

　

に
こ
っ
と
い
た
ず
ら
！
泣
い
て
ぐ

ず
っ
て
甘
え
て
抱
っ
こ
し
て
っ
て
愛

情
そ
そ
ぐ
か
ら
ね
♡　
　

（
父 

吉
浩
・
母 

江
利
、加
陽
）

太田風
ふう

我
が

ちゃん
（平成23年11月22日生）

　

家
族
み
ん
な
で
2
人
の
成
長
を
楽

し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
♡　
　

（
父 

宏
幸
・
母 

絵
里
、若
松
町
）

林　亮
りょう

成
せい

ちゃん
（平成22年12月7日生）

  

元
気
い
っ
ぱ
い
の
シ
ュ
ウ
セ
イ
・

リ
ョ
ウ
セ
イ
!!
2
歳
の
誕
生
日
お
め

で
と
う
♡

　
（
父 

宏
幸
・
母 

絵
里
、若
松
町
）

林　秀
しゅう

成
せい

ちゃん
（平成22年12月7日生）

　

い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い

あ
り
が
と
う
♡
唯
愛
お
姉
ち
ゃ
ん
と

こ
れ
か
ら
も
仲
良
し
で
い
て
ね
。

（
父 

洋
一・
母 

ゆ
う
子
、千
代
田
町
）

松田望
み ち か

愛ちゃん
（平成24年1月9日生）

　

と
っ
て
も
妹
思
い
の
優
し
い
悠
永

♡
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
、た

く
さ
ん
笑
っ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
！

（
父 

崇
史
・
母 

麻
理
子
、城
崎
町
湯
島
）

土井悠
は る と

永ちゃん
（平成22年5月19日生）

　

日
々
成
長
し
て
い
く
梨
琴
の
姿
に
、

パ
パ
も
マ
マ
も
い
っ
ぱ
い
元
気
を
も

ら
っ
て
る
よ
！
あ
り
が
と
う
♡　
　

（
父 

崇
史
・
母 

麻
理
子
、城
崎
町
湯
島
）

土井梨
り

琴
こ

ちゃん
（平成24年5月3日生）

▽
木
谷
敏と
し

勝ま
さ（
京
町
）

■
教
育
功
労

▽
小
西　

律り
つ（
加
陽
）

■
福
祉
功
労

▽
萬
谷
久
司（
城
崎
町
桃
島
）

▽
芦
原
美
智
代（
大
磯
町
）

■
産
業
振
興
功
労

▽
卯
野
隆
也（
梶
原
）

■
農
林
水
産
功
労

▽
稲
葉
修
吾（
祥
雲
寺
）

▽
金
子
洋
一（
立
野
町
）

■
食
品
流
通
功
労

▽
上
杉
昌
彦（
日
高
町
国
分
寺
）

■
環
境
功
労

▽
上
田
尚ひ
さ

志し（
江
本
）

▽
田
中
美み

喜き

朗ろ
う（
戸
牧
）

■
ま
ち
づ
く
り
功
労

▽
井
垣　

章（
竹
野
町
小
丸
）

第
35
回
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会

（
3
月
28
〜
31
日
、新
潟
県
長
岡
市
）

■
1
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形
13
-14

歳
　
8
位
、2
0
0
メ
ー
ト
ル
自

由
形
13
-14
歳
　
6
位
、4
0
0
メ

ー
ト
ル
自
由
形
13
-14
歳
　
1
位

▽
澁
谷
鉄て
つ

人と（
神
戸
市
立
小
部
中

2
年
、
日
高
町
観
音
寺
）

叙
勲

■
旭
日
双
光
章

▽
吉
岡
正
章（
森
尾
）

■
旭
日
単
光
章

▽
江
本
發の
ぶ

彦ひ
こ（
江
本
）

■
瑞
宝
双
光
章

▽
原
田
玻は

瑠る

美み（
栃
江
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
加
藤
正ま
さ

道み
ち（
竹
野
町
椒
）

▽
河
原
豊
子（
元
町
）

褒
章 

■
藍
綬
褒
章

▽
伊
原
章あ
き

子こ（
正
法
寺
）

第
20
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
瑞
宝
単
光
章

▽
川
﨑　

力（
出
石
町
長
砂
）

平
成
25
年
度
「
み
ど
り
の
日
」

自
然
環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰

■
い
き
も
の
環
境
づ
く
り
・
み
ど  

り
部
門

▽
田
結
区

平
成
25
年
度
兵
庫
県
功
労
者
表
彰

■
自
治
功
労

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。



●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000
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期
　
間

Hエ
イ
チ

I アイ
Vブ
イ

感
染　

判
断
で
き
る

の
は
検
査
だ
け

〜
6
月
は
エ
イ
ズ
予
防
月
間
！
〜

　

H
I
V
は
、
感
染
経
路
が
限
ら

れ
、
感
染
力
も
弱
い
た
め
、
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
と
感

染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
早
期
に
発
見
し
治
療
を
開
始

す
る
こ
と
で
、
発
病
を
防
ぐ
こ
と

も
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
判
断

で
き
る
の
は
検
査
だ
け
で
す
。
検

査
は
、
全
国
ど
の
保
健
所
で
も
名

前
や
住
所
を
知
ら
せ
ず
、
無
料
で

で
き
ま
す
。

■
通
常
血
液
検
査

日
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
午
前
9

時
15
分
〜
11
時
15
分

■
夜
間
血
液
検
査

日
6
月
25
日（
火
）、8
月
27
日（
火
）

　

午
後
5
時
30
分
〜
7
時
30
分

共
通
事
項

所
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所（
幸
町
）

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
必
要

申
問
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
健
康

管
理
課
☎
26

3
6
6
0

催
　
し

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

研
修
会
・
情
報
交
換
会　

「
読
み
聞
か
せ
の
い
ろ
は
」

日
6
月
27
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

対
市
内
小
・
中
学
校
の
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
保
護
者
お
よ
び
地
域
の
方
、

学
校
図
書
担
当
教
職
員

内○
研
修
会（
初
級
者
向
け
）

・
テ
ー
マ
…「
読
み
聞
か
せ
の
い

ろ
は
」

・
講
師
…
図
書
館
司
書

・
内
容
…
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
、

基
本
的
な
読
み
聞
か
せ
の
技

法（
絵
本
の
読
み
方
、
持
ち
方
、

選
び
方
な
ど
）

○
情
報
交
換
会

申
期
6
月
19
日（
水
）

他
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
支
援
を

受
け
て
い
る
様
子
を
撮
影
し
た

写
真
展〔
6
月
7
日（
金
）〜
27

日（
木
）・
図
書
館
2
階　

展
示

コ
ー
ナ
ー
〕を
開
催

申
問
生
涯
学
習
課
☎
23
0
3
4
1

第
36
回
親
善
少
年
武
道
大
会

日
6
月
16
日（
日
）午
前
9
時
30
分
〜

所
総
合
体
育
館（
大
磯
町
）、
市
民

体
育
館（
立
野
町
）

内
柔
道
、
空
手
道
、
剣
道
、
な
ぎ

な
た
、
少
林
寺
拳
法
の
5
競
技

の
試
合

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21

9
0
2
3

と
し
ょ
か
ん
映
画
会

日
6
月
15
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
20
分（
予
定
）

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

内「
ラ
イ
フ
」〜
い
の
ち
を
つ
な
ぐ

物
語
〜

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

そ
と
あ
そ
び
広
場

日
6
月
7
日（
金
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

※
雨
天
や
悪
天
候
時
は
中
止

所
菊
屋
島
運
動
公
園（
城
崎
町
桃
島
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
風
車
、
た
こ
揚
げ
、
戸
外
遊
び

問
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
32

4
6
6
6

と
よ
お
か　

絆　

フ
ェ
ス
タ

　

〜
私
が
で
き
る
こ
と
、

　

あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
〜

日
6
月
23
日（
日
）午
前
10
時
30
分
〜

午
後
3
時

所
来
迎
寺
、
大
開
通
り

内○
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
来
迎

寺（
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト（
一
般
社
団
法
人
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園名 募集
組数 電話番号

西気保育園 ３組 45-0152
清滝保育園 ３組 45-0450
三方保育園 ２組 44-0610
静修保育園 ３組 42-1056
蓼川保育園 ３組 42-0169
蓼川第二保育園 ３組 42-1122
こくふこども園 ３組 42-1717
八代保育園 ３組 42-1731

ノ
オ
ト
代
表
理
事　

金
野
幸
雄

さ
ん
、
N
P
O
法
人
た
じ
ま
海

の
学
校
副
代
表　

今
井
裕
子
さ

ん
な
ど
）

○
絆s

ス
ト
リ
ー
ト

treet

（
正
午
〜
午
後
3
時
）

…
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

歌
の
披
露
、
食
べ
物
な
ど
の
販

売
な
ど

申
問
一
般
社
団
法
人
豊
岡
青
年
会

議
所
☎
22

4
0
4
1（
平
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
）

学
校
紹
介
D
A
Y
！ 

日
6
月
17
日（
月
）〜
19
日（
水
）午

前
9
時
30
分
〜
11
時
40
分

所
出
石
特
別
支
援
学
校（
出
石
町

宮
内
）

対
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
、
小
・
中
学
校
に
通
う
子

ど
も
の
保
護
者
で
、
特
別
支
援

教
育
に
関
心
の
あ
る
方
、
福
祉

関
係
者

内
学
校
概
要
説
明
、
公
開
授
業
の

参
観
、
就
学
相
談
な
ど

申
方
氏
名
・
所
属
先
・
参
加
希
望

日
を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル
で
連
絡

申
期
6
月
12
日（
水
）

申
問
出
石
特
別
支
援
学
校

　
☎
52
3
5
6
5
Ｆ
52
3
5
6
6

　
メizushi-sn-su@

hyogo-c.ed.jp

第
21
回
Oワ

ン
N
E
ら
い
ふ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
6
月
9
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

多
目

的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

内
障
害
者
と
地
域
の
方
々
と
の
交

流（
各
障
害
者
作
業
所
、特
別
支

援
学
校
、
有
志
団
体
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
）

問
O
N
E
ら
い
ふ
実
行
委
員
会

　

更
家
み
や
子
さ
ん

　
☎
0
9
0
2
1
9
6
3
6
3
6

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ

2
0
1
3「
京
都
大
原

ベ
ニ
シ
ア
講
演
会
」

日
6
月
22
日（
土
）午
後
1
時
30
分
〜

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

多
目

的
ホ
ー
ル

演
題
ベ
ニ
シ
ア
流
美
し
く
生
き
る

知
恵（
心
の
声
を
聞
き
ま
し
ょ
う
）

料
会
員
5
0
0
円
、
一
般
千
円

申
問
豊
岡
市
国
際
交
流
協
会

　

☎
24

5
9
3
1（
月
・
水
・
木
・

金
曜
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
若
者
を

持
つ
家
族
の
学
習
会

日①
6
月
7
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

②
8
月
2
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

内①
本
年
度
の
交
流
会
計
画
に
つ
い

て
、
情
報
提
供（
各
機
関
よ
り

本
年
度
の
取
組
み
）

②
講
話「
家
族
は
ど
う
対
応
し
た

ら
い
い
の
？
」（
講
師
…
臨
床
心

理
士　

長
坂
由
香
さ
ん
）

共
通
事
項

所
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

栄
養

指
導
室

申
期
開
催
日
前
日

他
ド
ー
ナ
ツ
の
会
で
も
毎
月
第
3
土

曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
に
、

家
族
交
流
会
を
開
催
。
詳
細
は
、

ド
ー
ナ
ツ
の
会
へ
問
い
合
わ
せ

申
問

・
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保

健
課
☎
26

3
6
7
2

・
ド
ー
ナ
ツ
の
会
☎
26

1
1
0
1

城
崎
で
!!
よ
さ
こ
い
と
か
祭

日
6
月
15
日（
土
）

所
内
マ
チ
カ
ド
ダ
イ
ブ（
飛
び
込
み

参
加
型
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス〔
午

後
2
時
〜
・
四
所
神
社
、
城
崎

温
泉
駅
前
〕、
屋
台
村（
午
後
4

時
〜
・
駅
通
り
公
園
）、
メ
イ

ン
演
舞（
午
後
6
時
30
分
〜
・

駅
通
り
）

他
マ
チ
カ
ド
ダ
イ
ブ
参
加
者
募

集
中

問
城
崎
で
! !
よ
さ
こ
い
と
か
祭
実

行
委
員
会　

森
田
智
子
さ
ん

　
☎
0
9
0
2
1
9
9
6
8
7
6

募
　
集

体
験
入
園
の
募
集

　

日
高
地
域
の
保
育
園
お
よ
び
認

定
こ
ど
も
園
で
、
在
宅
の
親
子
を

対
象
に
体
験
入
園
を
行
い
ま
す
。

日
7
月
1
日（
月
）〜
5
日（
金
）午

前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
0
〜
5
歳
児
と
保
護
者

料
1
日
2
0
0
円（
幼
児
の
み
給

食
体
験
あ
り
）

申
方
各
園
所
定
の
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
希
望
の
園
に
持
参

申
期
6
月
19
日（
水
）〜
21
日（
金
）

申
問
各
園
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が
あ
り
、
期
間
中
1
日
以
上
従

事
可
能
な
方

内
但
馬
一
周
走
破
キ
ャ
ン
プ
補
助

申
期
6
月
18
日（
火
）

申
問「
植
村
直
己
に
学
ぶ
」野
外
活

動
実
行
委
員
会
事
務
局（
植
村

直
己
冒
険
館
内
）

　

☎
44

1
5
1
5

公
立
八
鹿
病
院
組
合
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員
①
看
護
師
・
助

産
師
12
人
、
②
薬
剤
師
2
人
、

③
理
学
療
法
士
3
人
、
④
作
業

療
法
士
3
人
、
⑤
言
語
聴
覚
士

1
人
、
⑥
管
理
栄
養
士
1
人
、

⑦
介
護
福
祉
士
3
人

受
験
資
格
①
昭
和
43
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
免
許

取
得
者
ま
た
は
免
許
取
得
見
込

み
の
方
、
②
〜
⑤
昭
和
59
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

免
許
取
得
者
ま
た
は
免
許
取
得

見
込
み
の
方
、
⑥
⑦
平
成
元
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
免
許
取
得
者
ま
た
は
免
許

取
得
見
込
み
の
方

試
験
方
法
実
技
試
験
、
作
文
・
面

接
試
験

※
看
護
師
以
外
は
教
養
試
験
あ
り

試
験
日
所
7
月
14
日（
日
）・
公
立

八
鹿
病
院

採
用
予
定
日
平
成
26
年
4
月
1
日

派遣職員 内容
理学療法士ま
たは作業療法
士

「転ばない身体づくりと生活の工夫」「膝・腰に負
担をかけない暮らしの工夫」「住環境を見直そう」
などの講話や体操

保健師
「夏場の健康～水分摂取のすすめ～」「歩キング（歩
くことによる健康づくり）のすすめ」「認知症予防
について」などの講話やレクリエーションの紹介

栄養士 「低栄養にご用心：食事バランス」「骨粗しょう症
予防」「適塩の工夫」などの講話

歯科衛生士 「お口の手入れどうしていますか」「飲み込みにつ
いて」「健口体操」などの講話

臨床心理士 「ストレスの上手な解消法」「よりよい睡眠のために」
などの講話

「
転
ば
ん
隊
」で
地
区
で
の
健
康

づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す

<
利
用
団
体
募
集
〉

　

保
健
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生

士
な
ど
が
、
各
地
区
の
会
場
に
出

向
き
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
お

話
や
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

実
施
期
間
平
成
26
年
3
月
ま
で
の

原
則
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
4

時
の
間
の
2
時
間
程
度

※
都
合
に
よ
り
、
日
程
な
ど
希
望

に
沿
え
な
い
場
合
あ
り

申
方
健
康
増
進
課
に
あ
る
講
師
派

遣
依
頼
書
に
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
希
望
日
の
お
お
む
ね
1
カ
月

前
申
問
健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

　
☎
24
1
1
2
7
Ｆ
24
9
6
0
5

「
植
村
直
己
に
学
ぶ
」

サ
バ
イ
バ
ル
体
験
教
室
参
加
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

■
サ
バ
イ
バ
ル
体
験
教
室

参
加
者
募
集

対
市
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生

内（
予
定
）

・
練
習
キ
ャ
ン
プ
…
7
月
6
日（
土
）

〜
7
日（
日
）

・
但
馬
一
周
走
破
キ
ャ
ン
プ
…
7

月
20
日（
土
）〜
27
日（
土
）

料
1
万
5
千
円
程
度

定
25
人

申
期
5
月
25
日（
土
）〜
6
月
8
日

（
土
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
サ
バ
イ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集

対
高
校
生
以
上
で
、
体
力
に
自
信

（
予
定
）

申
方
履
歴
書
に
記
入
の
上
、
提
出

書
類
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵

送
申
期
6
月
30
日（
日
）必
着

申
問
公
立
八
鹿
病
院
組
合
事
務
局

　
（
〒
6
6
7

8
5
5
5　

養
父

市
八
鹿
町
八
鹿
1
8
7
8
1
）

☎
0
7
9
6
6
2
5
5
5
5

　
ホhttp://w

w
w
.hosp.yoka.
hyogo.jp/

第
13
期
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

5
0
0
人
委
員
募
集

対
青
少
年
育
成
や
地
域
づ
く
り
活

動
に
意
欲
を
持
つ
、
但
馬
地
域

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
お
お
む

ね
20
歳
以
上
の
方

内
2
年
間
で
30
回
程
度
の
セ
ミ
ナ

ー
を
受
講（
初
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

7
月
に
開
催
）

定
40
人
程
度

申
方
各
市
町
教
育
委
員
会
、
公
民

館
な
ど
に
あ
る
申
込
書
に
記
入

の
上
、
持
参
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
郵
送

申
期
6
月
21
日（
金
）必
着

　

※
期
限
後
も
随
時
申
込
み
可

申
問
但
馬
青
少
年
本
部（
但
馬
県

民
局
内
）〔
〒
6
6
8

0

 
0
 2 

5　

幸
町
7

11
〕

　
☎
26
3
6
4
8
Ｆ
24
7
0
7
4

利
用
で
き
る
方
介
護
予
防
や
健
康

づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
グ
ル
ー

プ・団
体（
例
…
老
人
ク
ラ
ブ
、婦

人
会
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
）
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募集職種 募集
人数 応募資格 職務内容 勤務条件

理学療法
士（正規） １人

　理学療法士の資
格を有する方（既卒、
新卒を問わない）

　主として重症心身障害児
（者）を中心に、知的・身体・発
達などに障害のある幼児・児
童・成人に対する理学療法を
基礎とした機能訓練、発達支
援、日常生活支援など

賃　　金：法人給与規定による
（経験による考慮あり）

※扶養手当、住居手当、地域手
当あり
雇用期間：採用時～
就業時間：午前９時～午後６時
休　　日：週休２日

作業療法
士（臨時・
常勤）

１人
　作業療法士の資
格を有する方（既
卒、新卒を問わない）

　知的・身体・発達などに障
害のある幼児・児童・成人に
対する作業療法を基礎とした
機能訓練、発達支援、日常生
活支援など

賃　　金：月額218,400円
雇用期間：採用時～平成26年３
月末日（年度ごとの契約更新）
就業時間：午前９時～午後６時
休　　日：週休２日

相談支援
員（臨時・
常勤）

１人

　相談支援専門員・
社会福祉士・介護支
援専門員・精神保健
福祉士のいずれかの
資格を有する方で、
パソコン（エクセル・
ワード）ができる方

  知的・身体・発達などに障
害のある児（者）およびその家
族に対するサービス等利用計
画の作成、相談支援

賃　　金：月額176,400円
雇用期間：採用時～平成26年３
月末日（年度ごとの契約更新）
就業時間：午前９時～午後６時
休　　日：週休２日

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

助
成
金
交
付
事
業
利
用
者
募
集

■
美
し
い
但
馬
づ
く
り
支
援
事
業

対
但
馬
地
域
内
で
5
人
以
上
の
清

掃
従
事
者
ま
た
は
会
員
が
い
る

団
体
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
団
体

・
河
川
・
海
岸
・
道
路
な
ど
の
清

掃
活
動
を
行
う
団
体

・
緑
化
、景
観
形
成
、地
球
温
暖
化

防
止
、
環
境
学
習
な
ど
の
環
境

保
全
・
創
造
活
動
を
行
う
団
体

助
成
内
容　

・
清
掃
活
動
に
要
す
る
指
定
ご
み

袋
購
入
に
か
か
る
経
費

・
1
団
体
3
万
円（
限
度
額
）

■
但
馬
人
材（
講
師
）派
遣
支
援
事
業

対
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会
の

人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る

講
師
を
活
用
し
、
お
お
む
ね
10

人
以
上
の
受
講
者
を
対
象
に
研

修
会
な
ど（
国
、県
、市
町
な
ど

か
ら
助
成
を
受
け
な
い
事
業
）

を
実
施
す
る
団
体

助
成
内
容
研
修
会
な
ど
に
か
か
る

講
師
謝
金
年
額
1
万
円（
限
度
額
）

共
通
事
項

申
方
助
成
金
交
付
申
請
書（
但
馬

ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入
の

上
、
添
付
書
類
を
添
え
て
持
参

ま
た
は
郵
送

申
期
事
業
実
施
の
1
カ
月
前（
必
着
）

他
申
請
書
に
基
づ
き
、
審
査
を
行

い
、
助
成
団
体
お
よ
び
助
成
額

を
決
定

申
問
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

（
〒
6
6
8

0
0
4
4　

山

王
町
11

28
）

　
☎
24
2
2
4
7
Ｆ
24
1
6
1
3

　
ホhttp://w

w
w
.tajim

a.or.jp/
furusato/index.htm

l
は
ば
タ
ン
会
員
募
集

　

は
ば
タ
ン
会
員
制
度
は
、
結
婚

を
希
望
す
る
男
女
が「
は
ば
タ
ン

会
員
」と
し
て
登
録
し
、
会
員
の

閲
覧
用
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
相
手
を

選
び
、
双
方
の
合
意
が
得
ら
れ
れ

ば
、
1
対
1
で
お
見
合
い
を
す
る

制
度
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

対
県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

登
録
料
3
千
円（
年
度
）

申
方
事
前
に
電
話
で
相
談
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
本
人
が
持
参

申
期
火
〜
土
曜
日
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
15
分

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

申
問
但
馬
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
養
父
市
、
県
立
但
馬
長

寿
の
郷
内
）

　

☎
0
7
9
6
6
2
7
7
0
1

北但広域療育センター職員募集

申方履歴書に記入の上、持参または郵送して
ください。

申期６月20日（木）　　

面接日７月１日（月）予定　※詳細は後日連絡します。
申 問北但広域療育センター（〒668-0065　戸牧
1029-11）　☎22-8688
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※
雨
天
中
止（
小
雨
決
行
）

所
出
石
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
出
石
町
福
住
）

対
中
学
生
以
上

指
導
出
石
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
員

料
3
千
円

持
サ
イ
ズ
の
合
っ
た
運
動
靴
・
飲

み
物
・
タ
オ
ル
・
硬
式
用
ラ
ケ

ッ
ト（
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
あ
り
）

申
問
豊
岡
市
出
石
地
域
体
育
協
会

吉
川
義
雅
さ
ん

　
☎
0
8
0
6
1
1
7
1
4
2
0

相
　
談

こ
こ
ろ
の
相
談
室

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
6
月
20
日（
木
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分（
相
談
は
1
人
1
時
間

程
度
）

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

内「
気
分
が
落
ち
込
み

元
気
が
出
な
い
」「
対

人
関
係
で
悩
ん
で
い

る
」な
ど
、
心
の
悩
み
を
臨
床

心
理
士
や
保
健
師
に
相
談

※
事
前
申
込
み
必
要

他・
家
族
か
ら
の
相
談
も
可

講
座・
教
室

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
公
開
講
座

「
風
土
記
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
」

日
6
月
9
日（
日
）・
23
日（
日
）・

30
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜
3

時（
全
3
回
）

所
日
高
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー（
日

高
町
国
分
寺
）

内・
第
1
回
…
風
土
記
の
編
纂
と
そ

の
内
容

・
第
2
回
…
風
土
記
説
話
の
世
界

・
第
3
回
…
風
土
記
の
地
名
起
源

説
話
と
竹
取
物
語

講
師
武
庫
川
女
子
大
学
教
授　

影

山
尚
之
さ
ん

料
1
5
0
0
円（
3
回
分
の
資
料

代
な
ど
）

定
40
人
程
度

申
方
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
6
月
7
日（
金
）

申
問
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

　
☎
42
6
1
1
1
Ｆ
42
6
1
1
2

ナ
イ
タ
ー
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
6
月
7
日
〜
7
月
26
日
の
毎
週

金
曜
日
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

　
（
全
8
回
）

・
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会

日
6
月
15
日（
土
）午
後
1
時
〜
4

時　

※
予
約
制（
毎
月
第
2
土

曜
日
）

所
市
民
会
館　

中
会
議
室（
立
野

町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

試
　
験

平
成
25
年
度
毛
糸
編
物
・

レ
ー
ス
編
物
技
能
検
定
試
験

試
験
種
類

・
毛
糸
検
定
1
〜
5
級

・
レ
ー
ス
検
定
1
〜
3
級

試
験
日
時
9
月
15
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時（
受
付
午
前
9

時
〜
9
時
30
分
）

※
毛
糸
検
定
5
級
は
、
午
前
10
時

〜
11
時
50
分

所
豊
岡
地
区
公
民
館（
立
野
町
）

試
験
内
容
理
論
、
実
技

検
定
料（
毛
糸
・
レ
ー
ス
共
通
）

申
方
所
定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、  

郵
送

申
公
益
財
団
法
人
日
本
編
物
検
定

協
会（
〒
1
0
8

0
0
7
3　

東

京
都
港
区
三
田
5

10

13
）

　

☎
03

3
4
5
1

0
2
3
0

■
検
定
試
験
受
験
者
講
習
会

日
6
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜
午  

後
3
時

所
豊
岡
地
区
公
民
館（
立
野
町
）

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
日
本
編
物
検
定
協
会
兵
庫
県
支

部
豊
岡
地
区　

斎
藤
眞
知
子
さ

ん
☎
32

3
3
2
5

そ
の
他

駅
前
駐
輪
場
の

放
置
自
転
車
を
整
理
し
ま
す

　

駅
前
駐
輪
場（
豊
岡
駅
、
竹
野

駅
、
城
崎
温
泉
駅
、
江
原
駅
、
国

級 検定料
１級 9,000円

２級 6,000円

３級 4,000円（3,000円）

４級 3,000円（1,500円）

５級 2,000円（1,000円）
※（　）は小･中･高校生料金
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府
駅
）に
、
放
置
さ
れ
た
自
転
車

を
仮
置
き
し
て
い
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
申

し
出
が
な
い
場
合
、

市
の
条
例
に
基
づ

き
処
分
し
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る

方
は
、
現
地
で
確

認
の
上
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

仮
置
場
所
各
駅
前
駐
輪
場
内

申
出
期
限
11
月
30
日（
土
）

問・
都
市
整
備
課
☎
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1
7
1
2

・
城
崎
支
所
☎
21

9
0
6
5

・
竹
野
支
所
☎
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9
0
7
3

・
日
高
支
所
☎
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9
0
5
2

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

　

後
5
時

所
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
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6
1
1
1

バ
ス
待
合
施
設
を
整
備
す
る 

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
バ
ス
交
通
の
利
用
促

進
お
よ
び
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
の
住
民
団
体

な
ど
が
主
体
的
に

バ
ス
の
待
合
施
設

を
整
備
す
る
場
合

に
、
整
備
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
地
域
の
住
民
団
体
ま
た
は
自
治

会
な
ど

対
象
経
費
路
線
バ
ス
事
業
者（
全

但
バ
ス
）が
運
行
す
る
バ
ス
路

線
お
よ
び
豊
岡
市
が
運
行
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
市
街
地

循
環
バ
ス「
コ
バ
ス
」、
市
営
バ

ス「
イ
ナ
カ
ー
」な
ど
）路
線
の

停
留
所
に
お
け
る
バ
ス
待
合
施

設
を
整
備
す
る
費
用

※
次
の
費
用
を
除
く

・
バ
ス
待
合
施
設
の
た
め
の
敷
地

の
購
入
、
造
成
ま
た
は
借
入
に

要
す
る
費
用

・
バ
ス
待
合
施
設
の
整
備
に
伴
う

申
請
な
ど
の
手
続
き
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要
す
る
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用

・
移
転
補
償
費
、
事
故
補
償
費
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ど
、
そ
の
他
バ
ス
待
合
施
設
の

整
備
で
得
た
収
入

補
助
率
・
補
助
金
額
対
象
経
費
の
2

分
の
1
以
内（
千
円
未
満
切
捨

て
、
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万
円
を
上
限
）

申
請
問
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係

　

☎
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1
7
1
2

開
業
医
の
手
作
り「
健
康
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報

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

☎
0
1
2
0
9
7
9
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

☎
0
7
8
3
9
3
1
8
0
3

「
広
報
と
よ
お
か
」広
告
募
集 

　

市
内
の
全
世
帯
に
毎
月
2
回
配

布
し
て
い
る
広
報
紙
に
、
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

広
告
料
金
①
3
万
1
5
0
0
円
②

2
万
1
千
円（
1
枠
1
回
）

※
①
1
枠
4
・
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
×
17
・
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

②
1
枠
4
・
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
×
13
・
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
別
途
、
版
下
作
成
代
と
し
て

5
千
円
必
要
）

広
告
募
集
枠
①
毎
月
10
日
号（
4

枠
）と
25
日
号（
6
枠
）②
25
日

号（
1
枠
）

申
期
随
時

※
市
広
報
紙
の
広
告
は
、
掲
載
基

準
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
左
記
の
い
ず
れ
か
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
月
、
掲
載
回
数
な
ど
は
、

広
告
代
理
店
で
調
整

申
問

・
有
限
会
社
ジ
ョ
イ
ン
ス
リ
ー

　

☎
23

7
7
3
1

・
秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係

　

☎
23

1
1
1
1

６月のテーマ
曜日 内　　容
月 女性の外陰部のかゆみと治療

火 入れ歯の手入れ

水 おしりのお話-排便と痔について-

木 水泳と耳鼻科の病気

金～日 ペットと皮膚の感染症

月日 担当医師・
住所

６月

９日（日） 赤松　亮
（九日市下町）

23日（日） 中沢　洋
（出石町本町）



　図書館では、平成25年４月から、受入雑誌の見直しを行いました。本館で新しく購入する雑誌は、「OCEANS」（男
性ファッション誌）、「THE２１」（ビジネス）、「日経ウーマン」（女性総合誌）などです。　　　　　　　　　　　　　　
　また、各分館でも新しく購入することになった雑誌がありますので、詳しくは本館、各分館にお尋ねください。

カエルの本
< 一 般 >

かえるる
高山ビッキ／著（山と渓谷社）

　「おいしそうな名前のかえる」から、
「かえるに魅せられた著名人」まで、
学術書とはまた違った視点で、カエル
の魅力を紹介しています。

< じ ど う >
ジェレミー・フィッシャー
どんのおはなし
ビアトリクス・ポター／作・絵
石井桃子／訳（福音館書店）

　あるところに、ジェレミー・フィッシ
ャーどんという名前のカエルがいまし
た。ある雨の日、フィッシャーどんは、
釣りに出掛けようと思い立ちます。し
かし、釣り竿にかかったトゲウオに逃
げられ、さらには大きなマスにパクリ
と体を飲み込まれてしまい・・・。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

6月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

6月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名

1 土 10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：雨の日のおもちゃ）　幼 児
10：30～ 日高 図書館読み聞かせ講座「絵本でつながる親子の時間」　般 乳 幼

2 日
3 月
4 火 （休館日）

5 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
10：30～ 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

6 木 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳
7 金

8 土

10：10～ 本館 土曜としょかん（工作：ふわふわパラシュート）　児
10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：わくわくさかなつり）　児

10：30～ 竹野 テーマであそぼ！「どうぶつ　だいすき！」
（工作：動く紙コップ動物）　幼 児

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
9 日
10 月
11 火 （休館日）
12 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
13 木 10：30～ 城崎 図書館読み聞かせ講座「絵本でつながる親子の時間」　般 乳 幼
14 金
15 土 14：00～ 但東 切り絵アート（うちわ作り）　般
16 日
17 月
18 火 （休館日）

19 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
13：30～ 本館 ストーリーテリング講習会・入門編（第２回）　般

20 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
21 金

22 土

10：10～ 本館 読み聞かせ研修会　般
10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00～ 本館 おはなし会　幼

23 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
24 月
25 火 （休館日）
26 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

27 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳
10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼

28 金 （休館日）
29 土
30 日
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6月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

パパと遊ぼうデー

日　時 13日（木）午前10時30分～11時30分
場　所 出石城公園　※集合：登城門前　雨天時は子育てセンターへ
対　象 乳幼児と保護者
内　容 広場でのびのび遊びましょう
持ち物 お茶、帽子、ベビーカー可

マタニティママ交流広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ

そとあそび広場　悪天候時は中止

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

日　時 ①７日（金）午前10時15分～②13日（木）午前10時15分～
③21日（金）午前10時15分～④27日（木）午前10時15分～

場　所 ①総合体育館・芝生広場②中央公園（いこい）③県立コウノトリの郷公園④玄武洞公園
対　象 乳幼児と保護者 内　容 戸外での遊び、子育て相談

日　時 ①ほっとたいむ ３日（月）、27日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 20日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

そとあそび広場　於：日高町民公園

絵本の読み聞かせの会

ベビーマッサージ

そとあそび広場

新聞紙であそぼう

なかよし広場

そとあそび広場　於：合橋認定こども園

日　時 11日（火）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や芝生広場で遊びましょう

日　時 20日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 28日（金）午前10時～11時30分
対　象 １歳くらいまでのお子さんと保護者　先着30組
講　師 日本３B体操協会　木村美保さん

日　時 24日（月）午前９時30分～11時30分
対　象 妊婦
内　容 マタニティヨガ・妊婦同士や先輩ママとの交流・相談
スタッフ 助産師、栄養士、保育士

日　時 ５日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 新聞紙を使った遊び
持ち物 １日分の古新聞紙、レジ袋１枚

日　時 19日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでのお子さんと保護者、妊婦
内　容 保健師のはなし「生活習慣とリズム」、交流会、親子遊び、計測

日　時 12日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や砂場で遊びましょう

３B体操  ベビーマッサージ

子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ

お話と実技～運動好きな子どもは家庭から育つ！～

パパと遊ぼうデー

なかよし広場

絵本の読み聞かせ

日　時 ７日（金）、21日（金）午後１時30分～２時30分
対　象 ４ヶ月～１歳までの乳児と保護者　先着20組
内　容 ベビーマッサージと赤ちゃんへのスキンシップの話
講　師 日本３B体操協会　今井眞理子さん、西垣満子さん 申込開始 30日（木）

日　時 19日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 22日（土）午前10時～11時50分（10時～お話　10時50分～実技）
場　所 豊岡市民プラザ　市民活動室　他
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着20組＊運動遊びに関心のある方にもご参加いただけます
内　容 運動遊び、お話と実技
講　師 こども育成課　仲義　健 申込開始 ７日（金）

日　時 11日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15組
内　容 運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健 申込開始 ４日（火）

日　時 19日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
テーマ ｢視点を変えてみよう“私の子育て”｣ 申込開始 10日（月）

日　時 20日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、計測、親子遊び、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師

日　時 27日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙遊び

にじっこ絵本

わいわいコーラス

親子運動遊び

日　時 ５日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 11日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 18日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
指　導 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子
持ち物 お茶、汗拭きタオル

日　時 ４日（火）午前10時～11時30分
対　象 幼児と保護者
内　容 ミュージカルで交通安全指導（おみやげ付き）

交通安全教室

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

日　時 12日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15組
指　導 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子
持ち物 お茶 申込開始 ４日（火）

日　時 26日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 手遊び、親子ふれあい遊びなど

日　時 ２日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子運動遊び スタッフ こども育成課　仲義　健

親子運動遊び

おたのしみ広場

日　時 15日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15組
内　容 親子ふれあい運動遊び
スタッフ こども育成課　仲義　健 申込開始 ５日（水）
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第102回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度ミニコンサートを開催しています。

■オペラ『セビリャの理髪師』ワンコイン･
プレ･レクチャー

　日下部吉彦さんが、オペラ『セビリャの理髪師』の
魅力をお届けします。楽しく詳しくオペラ予習！

■とよおか･シネマオアシスvol.11
　『あなたへ』
　倉島英二は、最愛の妻を53歳
で亡くし、｢故郷の海に散骨して
ほしい｣と記された絵手紙を受け
取る。妻の真意を知るため、英
二は自家製キャンピングカーで
妻の故郷・長崎に向かう。

■第11回アカペリンピックinとよおか

■加瀬邦彦＆ザ・ワイルドワンズ2013
サマーコンサート

　｢想い出の渚｣などのヒット曲
で知られる彼らのステージをお
楽しみください。

■中野勘太郎一座ファイナル公演
　｢一本刀土俵入｣～涙・笑い・感動の軌跡～

　６月16日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由　500円（友の会会員400円）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　６月７日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　６月30日（日）
　　１回目　上映10：30（開場10：00）
　　２回目　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由　一般1,000円（友の会　900円）
　　　　　中学生以下500円
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　６月14日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　８月31日（土）
　　開演18：00
◇入場料　全席自由　一般700円、高校生以下無料、
　　　　　ペア1,000円（300組）
◇チケット発売　６月１日（土）

　８月３日（土）　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定　Ａ席3,000円、Ｂ席2,500円　　
　　　　　桟敷席（ペア）4,800円（当日券各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　７月25日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　７月14日（日）
　　　　　昼の部　開演13：00
　　　　　　　　（開場12：30）
　　　　　夜の部　開演18：30
　　　　　　　　（開場18：00）
◇入場料　全席指定　Ａ席1,500円、Ｂ席1,000円
　　　　　桟敷席（ペア）2,400円（当日券各500円増）
◇一時保育　７月５日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

　６月15日（土）　開演13：30　於：交流サロン
◇内　容　津軽三味線と演歌の競演
◇曲　目　津軽じょんがら節、長良川艶歌　など
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
ひぼこホール、図書館本館･但東分館、城崎･竹野･
日高地区公民館で購入できます。

■アートスクール 地域文化プログラム
　地域文化コーディネーター養成プログラム（全４回）
　地域の芸術文化活動を推進する｢地域文化コーデ
ィネーター｣を養成するプログラムです。

■第６回フォークまつり
　｢ほっとステージ｣でフォークソングの１日をお
楽しみください。

〈第１回〉　　於：豊岡市民プラザ 市民活動室Ｄ
◇日　時　６月28日（金）19：00～
◇講　師　帝塚山大学法政策部教授　中川幾郎氏
◇申込資格　高校生以上の方
※高校生は保護者の同意が必要です
◇受講料　パス券（全４回）2,000円、１回800円
◇募集人員　各講座20人　
◇申込方法　申込書に受講料を添えて、豊岡市民プ

ラザに申し込みください。
◇締　切　定員に達するまで

　７月13日（土）　開演14：00（開場13：30）
◇出　演　うっと～し、T-フレンズ、打越浩平、
　　　　　自由電子、長谷川達哉
◇入場料　全席自由　一般500円
◇一時保育　７月１日（月）までに申し込みください。

出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）
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平成25年５月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

6月の主な行事
JUNE

平成25年

16（日）オペラ ワンコイン・プレ・レクチャー
（14：00～市民会館）

17（月）
18（火）
19（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）

なかよし広場
（10：15～11：30出石子育てセンター）

20（木）なかよし広場
（10：30～11：30城崎子育てセンター）

21（金）
22（土）与謝野晶子短歌文学賞

（城崎大会議館～23日）
奥山ほたる祭（出石町奥山）

23（日）
24（月）マタニティママ交流広場

（９：30～豊岡市民プラザ）

25（火）
26（水）おたのしみ広場

（10：30～11：00日高子育てセンター）
わらべうた＆製作
（10：30～11：30出石子育てセンター）

そとあそび広場（砂遊び）
（10：30～11：30竹野浜海岸）

27（木）親と子どものちいさな音楽会
（10：00～11：00出石子育てセンター）

28（金）アートスクール地域文化プログラム第１回
地域文化コーディネーター養成プログラム

（19：00～豊岡市民プラザ）

29（土）
30（日）第３回市民エコポイント抽選会

（10：00～15：00日高地区公民館）
とよおか・シネマオアシスvol.11「あなたへ」

（10：30～、14：00～市民会館）

ひ
と
り
ご
と

1（土）豊岡ゆかりの芸術家作品展２０１３（伊藤清永美術館～７月７日）
第60回企画展「切り絵作家アマルバト モン
ゴルの切り絵と文様」
（日本･モンゴル民族博物館～７月30日） 

第29回企画展「但馬国分寺跡 発掘調査40年」
（但馬国府・国分寺館～８月27日）

「八重の桜」川崎尚之助を学ぶ講演会
（19：30～21：00出石永楽館）

2（日）鼻かけ地蔵尊祭（９：00～城崎町楽々浦）パパと遊ぼうDAY！
（10：30～11：30日高子育てセンター）

3（月）おでかけ広場（10：00～12：30竹野地区公民館）

4（火）城崎温泉  2013花火フェスタ（城崎温泉街）しょうぶ湯（城崎温泉外湯～５日）

5（水）但馬ドームセンター棟ギャラリー「戸田正樹写真展」（県立但馬ドーム～26日）

6（木）
7（金）そとあそび広場（10：30～11：30菊屋島運動公園）

8（土）
9（日）
10（月）
11（火）城崎温泉  2013花火フェスタ（城崎温泉街）
12（水）豊岡ノーマイカーデー（市全域）そとあそび広場

（10：30～11：30合橋認定こども園）

13（木）
14（金）
15（土）2012「植村直己冒険賞」授賞式・記念講演会（13：30～日高文化体育館）

パパと遊ぼうデー
（10：30～11：30但東子育てセンター）

第102回サロンコンサート
（13：30～豊岡市民プラザ）

▼
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か
ら
秘
書
広
報
課
に
配
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に

な
り
ま
し
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。
取
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市
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ん
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の
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Ⓨ

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,924人（－116人） 41,670人（－74人） 45,254人（－42人） 32,638世帯（＋52世帯）
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杢田たけを （1910～1987）
城南町出身　　画家

1910年　豊岡市城南町に生まれる
1927年　18歳　日本美術学院の小泉

勝
かつ

爾
じ

氏に日本画を学ぶ
1935年　25歳　第５回独立展初入選
1947年　37歳　第15回独立展独立賞

受賞
1954年　44歳　第１回現代日本美術

展出品
1955年　45歳　一家をあげて東京に移住
1960年　50歳　日本美術展（サクラメント・クロッ

カー美術館）出品
1967年　57歳　現代日本作家展（サンフランシス

コ・ロシクルーシャン美術館）出品
1974年　64歳　現代日本美術選抜展出品
1983年　73歳　画業50年記念・自選展（豊岡市民会

館）　各地で個展を多く開催
1987年　77歳　逝去

豊岡時代…抒
じょ

情
じょう

的な油彩画
　1910年（明治
43）城崎郡豊岡町
京町（現・豊岡市
城南町）に生まれ、
中学校を卒業後、
家業の農機具製
造を手伝いなが
ら日本画家の祖
父の影響で日本
画を始めます。18歳で日本画家小泉勝爾に師事し
ましたが洋画に転向し、1935年の第5回独立展で
初入選しました。入選作品の「鉄屑

くず

のある風景」は
写実的な風景画の一部に実物の鉄片などをコラー
ジュ（※）したもので、その後の杢田芸術を暗示し
ています。

　のちに洋
画家の須田
国太郎に師
事し、以後
独立会の常
連となり、
1947年第15
回独立展で
独立賞を受

賞しました。受賞作品の「牛市」は、当時円山川では、
たくさんの牛が飼われていて、豊岡の畜産市場で
手塩にかけた牛に家族が別れを惜しむ情景を描い
たものです。1949年には独立美術協会会員に推挙
されました。
※コラージュ［糊

のり

付けの意］新聞・布片・針金など
絵の具以外のものをさまざまに組み合わせて画
面に貼り付け、特殊な効果を出す現代絵画の一
技法

制作の大転換から晩年へ
　父との約束を守り絵画と家業を両立し、父母の
死を見届け、1955年、一家で東京に出ます。
　1965年以後、木材を用いた有機的な造形に取り
組み、前衛的な作品に移行しました。
　杢田たけをは亡くなる前、病床
で「これからというときに死ぬのは
悔しい」と語ったといいます。晩年
になるに従い、作品の存在感が
強まり、衰えを感じさせなかったの
は、ひたすらに自己の成就を目指
していたからではないでしょうか。

豊岡市ゆかりの芸術家作品展2013
今回紹介した杢田たけををはじめ、豊岡市出身の画家たちの作品を一堂に集めた「豊岡市ゆかりの芸術家
作品展2013」が開催されます。
　会期　６月１日（土）～７月７日（日）
　会場　伊藤清永美術館
　開館時間　午前９時30分～午後５時（入館は午後４時30分まで、水曜日休館）　
　入観料　一般　300円、65歳以上・身体障害者・大学生・高校生　150円、小中学生以下　無料

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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素材との対話から生まれる造形をつきつめた画家　杢
も く

田
た

たけを

▲「鉄屑のある風景」

▲「牛市」

▲「遍照86－白と黒Ａ」

※掲載作品の中には著作権者が不明なものがあります。


